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　平成２０年度予算などを審議する平成２０年第１回阿武町議会定例会が、３月６日～２１日までの会期
１６日間で開かれ、提出議案２８件、選挙１件、発議４件、所管事務調査１件、全員協議会での報告ほ
か２件が、いずれも慎重に審議され、原案どおり可決または承認されました。定例会冒頭での中村
町長の施策方針、新年度予算や主な事業を紹介し、議決事項を報告します。 

平成20年度当初予算が成立 
一般会計　27億7200万円（4.0％減） 
特別会計　15億3999万円（34.9％減） 
総　　額　43億1199万円（18.0％減） 

第１回議会定例会3月6日～21日 

平
成
２０
年
度
　
町
長
の
施
策
方
針
 

 
町
民
が
主
役
で
、
未
来
に
ひ
ろ
が
る
安
心
な
、
自
立
と
協
働
の
町
づ
く
り
を
視
点
に
 

 
健
全
で
自
立
し
た
町
づ
く
り
を
引
き
続
き
推
進
し
て
い
き
ま
す
 

中村秀明町長 
　
昨
年
は
、
国
内
に
お
い
て
は
、
食

品
の
偽
装
表
示
や
消
費
期
限
の
改
ざ

ん
な
ど
が
大
き
な
社
会
問
題
と
な
り

ま
し
た
。
現
在
に
お
い
て
も
中
国
か

ら
の
輸
入
冷
凍
食
品
へ
の
毒
物
混
入

事
件
な
ど
、
海
外
か
ら
の
食
料
に
依

存
す
る
わ
が
国
の
食
の
安
全
や
食
糧
自
給
の
あ
り
方
に
つ
い
て
多

く
の
問
題
が
顕
在
化
し
、
事
件
の
一
日
も
早
い
解
決
を
願
う
と
こ

ろ
で
す
。
第
１
次
産
業
を
基
幹
産
業
と
す
る
本
町
に
お
い
て
は
、

む
し
ろ
こ
れ
ら
の
問
題
が
安
全
安
心
な
食
料
の
安
定
供
給
と
、
そ

の
基
盤
と
な
る
農
山
漁
村
の
維
持
発
展
を
も
た
ら
す
、
追
い
風
に

な
っ
て
ほ
し
い
と
考
え
て
い
る
次
第
で
あ
り
ま
す
。
国
の
平
成
２０

年
度
予
算
原
案
を
見
ま
す
と
総
額
で
８３
兆
６
１
３
億
円
と
、
７
年

ぶ
り
に
前
年
度
を
上
回
り
ま
し
た
が
、
そ
の
内
、
地
方
交
付
税

は
、
１
・
３
％
増
の
１５
兆
４
千
６１
億
円
と
さ
れ
、
ま
た
、
都
市
と

の
税
収
格
差
是
正
策
と
し
て
新
た
に
「
地
方
再
生
対
策
費
」
が
特

別
枠
と
し
て
創
設
さ
れ
た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。
他
方
、
今
国
会

最
大
の
争
点
と
な
っ
て
お
り
ま
す
揮
発
油
税
な
ど
の
暫
定
税
率
の

延
長
な
ど
の
道
路
特
定
財
源
の
問
題
で
あ
り
ま
す
が
、
道
路
は
国

土
の
均
衡
あ
る
発
展
と
国
民
の
経
済
、
生
活
の
根
幹
に
関
わ
る
最

も
重
要
な
社
会
基
盤
で
あ
り
ま
す
。
本
町
に
お
い
て
も
昭
和
３０
年

の
合
併
以
来
の
悲
願
で
あ
り
ま
す
県
道
益
田
阿
武
線
を
始
め
と

し
、
早
急
に
整
備
を
進
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
多
く
の
重
要
路

線
、
生
活
路
線
が
あ
る
訳
で
あ
り
ま
す
が
、
こ
れ
ら
を
整
備
す
る

た
め
に
は
、
道
路
特
定
財
源
の
確
保
は
必
須
の
条
件
で
あ
り
、
そ

の
様
な
形
で
の
決
着
を
強
く
希
望
す
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。
 

　
こ
の
様
な
状
況
の
中
で
、
私
は
、
就
任
以
来
、
新
た
な
基
本
構

想
・
基
本
計
画
の
基
本
理
念
に
基
づ
き
、「
町
民
主
役
の
ま
ち
づ

く
り
」、「
未
来
に
ひ
ろ
が
る
安
心
な
ま
ち
づ
く
り
」、「
自
立
と
協

働
の
ま
ち
づ
く
り
」
の
大
き
な
３
つ
の
視
点
に
立
っ
て
、
個
性
あ

ふ
れ
る
自
立
し
た
ま
ち
づ
く
り
の
た
め
の
各
種
施
策
を
講
じ
て
来

ま
し
た
。
こ
の
内
、
奈
古
地
区
簡
易
水
道
施
設
改
良
事
業
と
、
沢

松
地
区
の
奈
古
漁
港
広
域
漁
港
整
備
事
業
に
つ
き
ま
し
て
は
、
平

成
１９
年
度
を
も
っ
て
事
業
と
し
て
の
一
応
の
完
成
を
迎
え
る
運
び

と
な
り
、
あ
る
意
味
一
安
心
を
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。
 

　
し
か
し
一
方
で
は
、
現
在
進
め
て
い
ま
す
町
道
汐
入
野
地
線
、

岩
坪
八
保
線
、
元
浦
平
原
線
の
道
路
整
備
事
業
を
始
め
、
防
災
行

政
無
線
の
デ
ジ
タ
ル
化
へ
の
改
修
や
、
福
賀
小
中
学
校
屋
内
運
動

場
の
耐
震
補
強
、
ま
た
近
い
将
来
の
奈
古
小
学
校
及
び
給
食
セ
ン

タ
ー
の
改
築
、
更
に
は
、
防
災
指
令
・
情
報
拠
点
と
し
て
の
役
場

本
庁
舎
の
耐
震
補
強
な
ど
、
進
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
多
く
の
ハ

ー
ド
事
業
が
山
積
し
て
い
ま
す
し
、
ま
た
他
方
で
は
、
過
疎
高
齢

化
が
急
速
に
進
行
す
る
中
で
、
住
民
の
サ
ー
ビ
ス
ニ
ー
ズ
や
、
行

財
政
需
要
な
ど
は
、
ま
す
ま
す
増
大
・
多
様
化
し
、
特
に
高
齢
者

福
祉
対
策
、
定
住
対
策
、
子
育
て
支
援
対
策
、
更
に
、
安
全
安
心

対
策
な
ど
の
ソ
フ
ト
事
業
も
喫
緊
の
課

題
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
 

　
こ
れ
ら
諸
課
題
に
対
応
す
る
た
め
に

は
、
引
き
続
き
徹
底
し
た
行
財
政
改
革

に
よ
る
経
費
の
節
減
と
費
用
対
効
果
を

検
証
し
な
が
ら
の
重
点
的
な
予
算
執
行

に
意
を
用
い
、
繰
り
上
げ
償
還
な
ど
も

視
野
に
入
れ
な
が
ら
公
債
費
を
抑
制
し
、

更
に
、
将
来
の
大
規
模
建
設
事
業
に
備
え
て
、
出
来
る
だ
け
基
金

を
造
成
す
る
中
で
、
健
全
で
計
画
性
の
あ
る
ま
ち
づ
く
り
を
引
き

続
き
推
進
し
て
い
く
所
存
で
あ
り
ま
す
。
 

町道汐入野地線 
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①
明
日
に
つ
な
ぐ
活
力
あ
る
 

　
産
業
づ
く
り
 

魅
力
あ
る
産
業
を
推
進
し
ま
す
 

　
農
業
関
係
で
は
、
地
域
水
田
農

業
ビ
ジ
ョ
ン
に
基
づ
き
、
農
業
法

人
や
特
定
農
業
団
体
な
ど
営
農
生

産
組
織
に
対
し
、
米
、
大
豆
な
ど
、

土
地
利
用
型
作
物
の
団
地
化
に
必

要
な
、
農
業
用
機
械
な
ど
の
整
備

に
対
す
る
補
助
を
行
い
、
足
腰
の

強
い
水
田
農
業
へ
の
構
造
改
革
を

推
進
し
ま
す
。
 

　
ま
た
、
ほ
う
れ
ん
そ
う
の
安
定

生
産
の
た
め
の
パ
イ
プ
ハ
ウ
ス
の

建
設
な
ど
に
対
す
る
補
助
を
行
い
、

生
産
拡
大
に
よ
る
一
層
の
産
地
形

成
強
化
を
図
り
ま
す
。
 

◎
水
田
農
業
構
造
改
革
推
進
事
業

　
　
　
　
　
　（
１
６
２
６
万
円
） 

◎
や
ま
ぐ
ち
の
多
彩
な
園
芸
産
地

　
育
成
事
業
 （
１
１
４
０
万
円
） 

　
水
産
業
関
係
で
は
、
奈
古
浦
地

区
に
お
け
る
近
年
の
潮
位
上
昇
に

よ
る
道
路
の
冠
水
や
住
宅
の
浸
水

な
ど
の
被
害
か
ら
集
落
を
守
る
た

め
、
２
年
計
画
で
奈
古
漁
港
内
物

揚
場
な
ど
の
嵩
上
工
事
を
実
施
し

ま
す
。
 

　
ま
た
、
完
成
し
た
沢
松
地
区
の

新
漁
港
用
地
内
に
お
い
て
、
山
口

県
漁
協
が
整
備
す
る
活
魚
槽
な
ど

の
蓄
養
施
設
の
設
置
に
対
す
る
補

助
を
行
い
、
隣
接
す
る
道
の
駅
と

の
タ
イ
ア
ッ
プ
を
含
め
、
魅
力
あ

る
漁
業
の
創
造
、
漁
業
後
継
者
な

ど
の
育
成
に
よ
る
漁
業
の
活
性
化

を
図
り
ま
す
。
 

◎
奈
古
漁
港
物
揚
場
等
嵩
上
事
業

　
　
　
　
　
　
　
 
　（
１
億
円
） 

◎
漁
業
経
営
構
造
改
善
事
業
 

　
　
　
　
　
　（
２
６
０
０
万
円
） 

        　
道
の
駅
関
係
で
は
、
漁
港
用
地

の
活
用
を
含
め
た
道
の
駅
全
体
の

再
生
ビ
ジ
ョ
ン
に
つ
い
て
、
専
門

家
に
よ
る
整
備
計
画
を
策
定
し
、

道
の
駅
を
核
と
し
た
町
の
産
業
振

興
を
図
り
ま
す
。
 

◎
道
の
駅
再
生
ビ
ジ
ョ
ン
施
設
整
 

　
備
計
画
策
定
事
業
 

　
　
　（
３
７
２
万
６
０
０
０
円
） 

②
み
ん
な
で
支
え
る
 

　
安
心
な
暮
ら
し
づ
く
り
 

訪
問
相
談
を
実
施
し
ま
す
 

　
暮
ら
し
の
対
策
と
し
て
は
、
ま

ず
、
阿
武
町
社
会
福
祉
協
議
会
が

運
営
す
る
阿
武
町
総
合
相
談
セ
ン

タ
ー
事
業
に
つ
い
て
、
従
来
の
来

所
相
談
に
加
え
、
来
所
困
難
な
ケ

ー
ス
に
も
対
応
で
き
る
よ
う
、
社

会
福
祉
士
な
ど
専
門
職
員
に
よ
る

訪
問
相
談
を
実
施
す
る
な
ど
、
相

談
事
業
の
充
実
強
化
を
図
る
こ
と

と
し
て
お
り
、
こ
の
事
業
に
対
し

て
補
助
を
行
い
、
町
民
の
複
雑
多

岐
に
わ
た
る
相
談
需
要
に
応
え
ま

す
。
 

◎
老
人
保
健
福
祉
事
業
 

 
 
 （
２
４
９
万
７
０
０
０
円
） 

         　
ま
た
、
各
種
健
康
づ
く
り
教
室

や
サ
ロ
ン
の
充
実
な
ど
健
康
福
祉

事
業
、
生
活
支
援
事
業
や
、
妊
婦

検
診
、
延
長
保
育
、
育
児
相
談
を

は
じ
め
と
す
る
子
育
て
支
援
事
業

に
つ
い
て
、
引
き
続
き
実
施
す
る

と
と
も
に
国
、
県
等
の
制
度
を
有

効
活
用
し
一
層
の
充
実
を
図
り
ま

す
。
 

　
 ③

住
み
よ
い
快
適
な
 

　
環
境
づ
く
り
 

汐
入
野
地
線
な
ど
の
生
活
道
路

を
整
備
し
ま
す
 

　
交
通
関
係
で
は
、
町
営
バ
ス
や

生
活
路
線
バ
ス
の
確
保
を
引
き
続

き
行
い
ま
す
。
 

　
道
路
整
備
関
係
で
は
、
奈
古
の

美
里
・
水
ケ
迫
周
辺
か
ら
Ｊ
Ｒ
を

跨
ぎ
国
道
に
通
じ
る
、
町
道
汐
入

野
地
線
の
バ
イ
パ
ス
整
備
に
つ
い

て
本
格
的
な
建
設
工
事
を
実
施
す

る
ほ
か
、
宇
田
郷
の
町
道
元
浦
平

原
線
、
福
賀
の
町
道
岩
坪
八
保
線

の
道
路
改
良
も
早
期
完
成
に
向
け

事
業
を
進
め
ま
す
。
 

◎
町
道
汐
入
野
地
線
バ
イ
パ
ス
整

　
備
事
業（
２
億
５
０
５
０
万
円
） 

◎
町
道
元
浦
平
原
線
道
路
改
良
工

　
事
　
　
　
　（
１
１
７
０
万
円
） 

◎
町
道
岩
坪
八
保
線
道
路
改
良
事

　
業
　
　
　
　（
９
０
０
０
万
円
） 

 

　平成２０年度町主要施策の概
要を阿武町基本計画「元気！
あぶ町！５００１プラン」の６つ
の柱にそって説明し、主な事
業について紹介します。 

※◎事業名 
※（  ）内の金額は今年度予算額 

平成２０年度
主要施策の概要

活魚槽 

町道汐入野地線 

社会福祉士による訪問相談 

平成２０年度会計別予算状況 平成２０年度一般会計歳入歳出予算状況 
予算総額27億7200万円 

町債10.9%

64.3% 
35.7% 
0.0% 
13.6% 
1.7% 
2.0% 
1.8% 
10.9% 
1.1% 
3.9% 
0.6% 

100.0%

2,772,000 
1,539,997 

0 
586,424 
74,798 
84,914 
77,618 
471,915 
48,521 
168,120 
27,687 

4,311,997

当初予算額 構成比（％） 金　額 伸長率（％） 
平成20年度 前年度との比較 

△117,000 
△827,348 

0 
△52,553 
△7,535 
84,914 

△854,037 
56,577 

△108,296 
56,387 
△2,805 

△944,348

△4.0 
△34.9 

 
△8.2 
△9.2 
皆増 
△91.7 
13.6 

△69.1 
50.5 
△9.2 
△18.0

1 
2 
3 
4 
5 
6 
7 
8 
9 
 

交通災害 
国保事業 
福賀診療 
後期高齢 
老人保健 
介護保険 
簡易水道 
農業集落 
漁業集落 

一般会計 
特別会計 

合　　計 

歳出 歳入 

町税11.3%
地方譲与税1.5%
利子割交付金0.0%
配当割交付金0.0%
株式等譲渡所得 
割交付金0.0% 
 

議会費1.2%

総務費13.1%

民生費 
18.6%

労働費 
0.1%

衛生費 
4.3% 
 

農林水産業費16.2% 
 

商工費2.0%

土木費 
17.0%

消防費 
3.8%

教育費5.5%教育費5.5%

災害復旧費 
0.0%

公債費17.8% 
 

諸支出金0.0% 
 

予備費0.4%

地方消費税 
交付金1.1% 
 自動車取得 
税交付金0.8% 
 地方特例交付金 
0.0%

地方交付税 
50.2% 
 

交通安全対策 
交付金0.0% 
 

分担金及び 
負担金0.8%

使用料及び 
手数料2.2% 
 

国庫支出金 
9.3%

県支出金 
9.0%

財産収入0.3% 
 

繰入金0.1%
繰越金1.5%
諸収入1.0%



4

家庭用デジタル子機 

岡田橋住宅 

放課後子ども教室 福賀小中屋内体育館 

まちづくり懇談会 

一
般
質
問
 

　
防
災
対
策
関
係
で
は
、
地
震
の

際
の
住
宅
倒
壊
に
よ
る
町
民
の
被

害
を
軽
減
す
る
た
め
、
住
民
が
自

ら
実
施
す
る
住
宅
な
ど
の
耐
震
診

断
及
び
耐
震
改
修
に
係
る
経
費
の

一
部
を
助
成
し
ま
す
。
ま
た
、
老

朽
化
が
進
ん
で
い
る
防
災
行
政
無

線
の
デ
ジ
タ
ル
化
に
つ
き
ま
し
て

は
、
来
年
度
事
業
採
択
、
事
業
実

施
に
向
け
た
整
備
計
画
を
策
定
し

ま
す
。
 

◎
住
宅
耐
震
化
促
進
事
業
補
助
金
 

　
　
　
　
　
　
　
　
　（
８０
万
円
） 

◎
農
村
振
興
総
合
整
備
実
施
計
画

　
事
業
　
　
　
　（
６
０
０
万
円
） 

         
④
と
も
に
築
く
定
住
の
 

　
ま
ち
づ
く
り
 

岡
田
橋
公
営
住
宅
を
新
た
に
２

棟
４
戸
建
築
し
ま
す
 

　
定
住
を
促
進
す
る
た
め
、
引
き

続
き
空
き
家
情
報
の
デ
ー
タ
ベ
ー

ス
化
を
進
め
る
と
と
も
に
、
昨
年

度
に
引
き
続
き
Ｊ
Ｒ
奈
古
駅
裏
の

岡
田
橋
造
成
地
に
２
棟
４
戸
の
町

営
住
宅
を
建
設
し
ま
す
。
 

　
ま
た
、
Ｕ
・
Ｊ
・
Ｉ
タ
ー
ン
者

の
受
け
入
れ
を
促
進
す
る
た
め
、

国
や
県
が
主
催
す
る
フ
ェ
ア
な
ど

に
も
積
極
的
に
参
加
し
、
町
の

P
R
を
行
う
と
と
も
に
、
Ｕ
・
Ｊ

・
Ｉ
タ
ー
ン
希
望
者
の
相
談
窓
口

と
な
り
、
転
入
さ
れ
た
世
帯
へ
の

暮
ら
し
の
ア
ド
バ
イ
ス
な
ど
を
行

う
定
住
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
を
設
置
し

ま
す
。
 

◎
公
営
住
宅
建
設
事
業
 

　
　（
６
５
１
６
万
８
０
０
０
円
） 

◎
定
住
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
設
置
事
業
 

　
　
　
　
　
　
　
　
　（
２１
万
円
） 

         
⑤
い
き
い
き
と
未
来
に
 

　
輝
く
人
づ
く
り
 

地
域
で
子
ど
も
た
ち
を
見
守
り

ま
す
 

　
子
ど
も
た
ち
の
安
全
な
居
場
所

づ
く
り
を
進
め
、
地
域
ぐ
る
み
で

子
ど
も
た
ち
の
健
全
育
成
と
放
課

後
対
策
を
進
め
る
た
め
、
各
地
区

毎
に
放
課
後
子
ど
も
教
室
を
開
設

し
、
子
ど
も
た
ち
の
見
守
り
を
実

施
し
ま
す
。
 

◎
放
課
後
子
ど
も
教
室
事
業
 

　
　
　（
１
３
４
万
７
０
０
０
円
） 

          　
ま
た
、
老
朽
化
が
進
み
耐
震
基

準
を
下
回
っ
て
い
る
福
賀
小
中
学

校
屋
内
運
動
場
の
耐
震
補
強
に
向

け
た
耐
震
補
強
計
画
を
策
定
し
ま

す
。
 

◎
福
賀
小
中
学
校
屋
内
運
動
場
耐

　
震
補
強
計
画
策
定
事
業
 

　
　
　
　
　
　
　（
４
８
３
万
円
） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

         
⑥
連
携
の
き
ず
な
が
広
が
る
 

　
し
く
み
づ
く
り
 

自
治
会
制
度
を
推
進
し
ま
す
 

　
皆
さ
ん
の
声
を
町
政
に
反
映
す

る
た
め
の「
ま
ち
づ
く
り
懇
談
会
」

を
今
年
度
も
３
地
区
で
開
催
す
る

ほ
か
、
要
望
に
応
じ
、
い
わ
ゆ
る

「
出
前
ト
ー
ク
、
町
政
出
前
講
座
」

を
行
い
ま
す
。
 

　
ま
た
、
従
来
の
駐
在
員
制
度
か

ら
自
治
会
制
度
へ
の
移
行
や
地
域

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
再
構
築
に
つ
い

て
、
町
民
の
理
解
を
得
る
た
め
、

集
落
代
表
者
と
の
懇
談
会
や
先
進

地
視
察
を
実
施
す
る
と
と
も
に
、

そ
の
推
進
体
制
の
整
備
を
図
り
ま

す
。
 

◎
阿
武
町
集
落
彩
生
事
業
 

　
　
　
　
　
　
　
　
　（
８０
万
円
） 

            
 

 　
本
定
例
会
一
般
質
問
に
は
、
３

人
の
方
か
ら
次
の
８
つ
の
質
問
が

あ
り
町
長
か
ら
答
弁
が
さ
れ
ま
し

た
。
 

質
問
者
及
び
内
容
 

田
中
敏
雄
議
員 

○
山
口
県
総
合
防
災
訓
練
に
つ
い

　
て 

○
奈
古
漁
港
整
備
事
業
に
つ
い
て

○
山
口
県
立
高
校
再
編
整
備
計
画

　
に
つ
い
て 

小
田
達
雄
議
員 

○
道
の
駅
周
辺
整
備
計
画
に
つ
い

　
て 

○
農
産
物
地
産
地
消
に
つ
い
て 

○
学
力
の
問
題
に
つ
い
て 

西
村
良
子
議
員 

○
阿
武
町
の
将
来
展
望
に
つ
い
て

○
人
口
減
少
の
歯
止
め
対
策
に
つ

　
い
て 

 
な
お
詳
し
い
内
容
に
つ
い
て
は

議
会
だ
よ
り
に
掲
載
し
て
い
ま

す
。
 

阿
武
町
国
民
健
康
保
険
税
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例
 

　
こ
れ
は
、
健
康
保
険
法
の
一
部

改
正
等
に
伴
い
、
一
定
の
要
件
を

み
た
す
国
民
健
康
保
険
の
被
保
険

者
で
あ
る
世
帯
主
の
国
民
健
康
保

険
税
を
、
年
金
か
ら
特
別
徴
収
す

る
た
め
の
所
要
の
改
正
で
原
案
ど

お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。
 

阿
武
町
職
員
の
育
児
休
業
等
に
関

す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条

例
 

　
こ
れ
は
、
地
方
公
務
員
の
育
児

休
業
等
に
関
す
る
法
律
の
一
部
改
 

正
で
育
児
休
業
を
す
る
こ
と
が
出

来
る
要
件
の
追
加
や
育
児
短
時
間

勤
務
に
つ
い
て
の
時
間
の
計
算
方
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町
職
員
の
異
動
等
（
敬
称
略
）
 

法
ほ
か
の
所
要
の
改
正
で
原
案
ど

お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。
 

阿
武
町
職
員
の
勤
務
時
間
、
休
日

及
び
休
暇
に
関
す
る
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例
 

　
こ
れ
は
、
地
方
公
務
員
の
育
児

休
業
等
に
関
す
る
法
律
の
一
部
改
 

正
で
育
児
短
時
間
勤
務
職
員
の
時

間
の
計
算
方
法
ほ
か
の
所
要
の
改

正
で
原
案
ど
お
り
可
決
さ
れ
ま
し

た
。
 

阿
武
町
後
期
高
齢
者
医
療
に
関
す

る
条
例
 

　
こ
れ
は
、
後
期
高
齢
者
医
療
制

度
の
発
足
に
伴
う
条
例
の
制
定
で
 

原
案
ど
お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。
 

阿
武
町
特
別
会
計
設
置
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例
 

　
こ
れ
は
、
後
期
高
齢
者
医
療
制

度
の
発
足
に
伴
う
条
例
の
制
定
で

原
案
ど
お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。
 

阿
武
町
国
民
健
康
保
険
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例
 

　
こ
れ
は
、
葬
祭
費
の
額
を
２
万

円
か
ら
５
万
円
に
引
き
上
げ
る
た

め
の
条
例
の
一
部
改
正
で
原
案
ど

お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。
 

阿
武
町
介
護
保
険
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例
 

　
こ
れ
は
、
平
成
１９
年
度
に
適
用

さ
れ
た
激
変
緩
和
措
置
を
平
成
２０

年
度
に
も
引
き
続
き
適
用
す
る
た

め
の
条
例
の
一
部
改
正
で
原
案
ど

お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。
 

阿
武
町
営
住
宅
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例
 

　
こ
れ
は
、
岡
田
橋
公
営
住
宅
２

棟
４
戸
の
完
成
に
伴
う
別
表
へ
の

追
加
と
、
町
営
住
宅
へ
の
暴
力
団

関
係
者
の
入
居
を
排
除
で
き
る
規

定
の
整
備
の
た
め
の
条
例
の
一
部

改
正
で
原
案
ど
お
り
可
決
さ
れ
ま

し
た
。
 

阿
武
町
特
定
公
共
賃
貸
住
宅
管
理

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
 

　
こ
れ
は
、
特
定
公
共
賃
貸
住
宅

に
暴
力
団
関
係
者
の
入
居
を
排
除

で
き
る
規
定
の
整
備
の
た
め
の
条

例
の
一
部
改
正
で
原
案
ど
お
り
可

決
さ
れ
ま
し
た
。
 

阿
武
町
一
般
住
宅
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例
 

　
こ
れ
は
、
一
般
住
宅
に
暴
力
団

関
係
者
の
入
居
を
排
除
で
き
る
規

定
の
整
備
の
た
め
の
条
例
の
一
部

改
正
で
原
案
ど
お
り
可
決
さ
れ
ま

し
た
。
 

平
成
１９
年
度
奈
古
地
区
水
道
膜
ろ

過
施
設
設
備
工
事
の
請
負
契
約
の

一
部
を
変
更
す
る
こ
と
に
つ
い
て
 

　
こ
れ
は
事
業
精
算
見
込
み
に
伴

う
請
負
契
約
金
額
の
減
額
変
更
で
 

原
案
ど
お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。
 

４
件
契
約
の
締
結
の
報
告
 

　
契
約
締
結
に
つ
い
て
、
次
の
４

件
の
概
要
が
そ
れ
ぞ
れ
報
告
さ
れ

ま
し
た
。
 

工
事
名
・（
請
負
金
額
・
請
負
業

者
名
）
 

◆
平
成
１９
年
度
　
営
農
飲
雑
用
水

奈
古
地
区
配
水
管
布
設
工
事
（
５

６
４
万
９
０
０
０
円
・
㈱
阿
武
建

設
）
 

◆
平
成
１９
年
度
　
奈
古
地
区
簡
易

水
道
施
設
整
備
配
水
管
布
設
工
事

（
１
４
３
８
万
５
０
０
０
円
・
㈱

阿
武
建
設
）
 
 
 
 
 
 

◆
平
成
１９
年
度
　
岡
田
橋
公
営
住

宅
新
築
工
事
に
伴
う
上
下
水
道
接

続
工
事
（
４
３
０
万
５
０
０
０
円

・
小
田
産
業
㈱
）
 

◆
平
成
１９
年
度
　
町
道
汐
入
野
地

線
岡
田
橋（
仮
称
）下
部
工
事（
第

２
工
区
）（
１
０
３
９
万
５
０
０

０
円
・
小
田
建
設
㈱
）
 

ド
リ
ー
ム
フ
ァ
ー
ム
阿
武
の
経
営

状
況
を
報
告
 

　
こ
れ
は
、
地
方
自
治
法
の
規
定

に
基
づ
き
、
有
限
会
社
ド
リ
ー
ム

フ
ァ
ー
ム
阿
武
の
経
営
状
況
が
報

告
さ
れ
ま
し
た
。
 

   
 

【
異
動
】
 
（
　
）
は
旧
職
名
等
 

●
４
月
１
日
付
 

▼
花
田
憲
彦
＝
総
務
課
長
兼
財
政

　
係
長
事
務
取
扱
兼
企
画
広
報
係

　
長
事
務
取
扱
（
総
務
課
長
兼
財

　
政
係
長
事
務
取
扱
）
 

▼
服
部
孝
子
＝
民
生
課
長
兼
み
ど

　
り
保
育
園
長
（
民
生
課
長
）
 

▼
金
田
浩
祐
＝
総
務
課
長
補
佐
兼

　
行
政
係
長
（
併
任
）
固
定
資
産

　
評
価
審
査
委
員
会
書
記（
併
任
）

　
選
挙
管
理
委
員
会
書
記
（
総
務

　
課
長
補
佐
）
 

▼
水
津
繁
斉
＝
民
生
課
介
護
福
祉

　
係
長
（
阿
武
町
社
会
福
祉
協
議

　
会
へ
派
遣
）
 

▼
出
羽
直
之
＝
阿
武
町
社
会
福
祉

　
協
議
会
へ
派
遣（
民
生
課
付
け
、

　
係
長
の
職
）（
民
生
課
介
護
福

　
祉
係
長
）
 

▼
近
藤
　
進
＝
民
生
課
国
保
係
長

　
（
総
務
課
行
政
係
長
）
 

▼
福
田
美
代
子
＝
み
ど
り
保
育
園

　
福
賀
分
園
主
任
保
育
士
（
係
長

　
の
職
）（
み
ど
り
保
育
園
主
任

　
保
育
士（
係
長
の
職
）） 

▼
金
子
由
記
子
＝
住
民
課
住
民
係

　
長
（
住
民
課
）
 

▼
長
嶋
悦
子
＝
出
納
室
出
納
係
長

　
（
出
納
室
）
 

▼
小
野
幸
乃
＝
み
ど
り
保
育
園
勤

　
務（
み
ど
り
保
育
園
福
賀
分
園
） 

▼
大
谷
留
美
子
＝
福
賀
診
療
所
勤

　
務
（
民
生
課
）
 

▼
藤
村
綾
子
＝
阿
武
町
立
学
校
給

　
食
セ
ン
タ
ー
勤
務
（
経
済
課
）
 

▼
河
上
克
己
＝
下
関
市
立
名
池
小

　
学
校
長
（
充
て
指
導
主
事
・
教

　
育
委
員
会
事
務
局
主
幹
兼
学
校

　
教
育
係
長
事
務
取
扱
）
 

▼
後
根
　
茂
＝
充
て
指
導
主
事
・

　
学
校
教
育
係
長
（
萩
市
立
大
井

　
小
学
校
教
諭
）
 

【
退
職
】
 

●
３
月
３１
日
付
 

▼
河
野
康
代（
み
ど
り
保
育
園
長
） 

▼
伊
藤
節
子
（
教
育
委
員
会
）
 

▼
堀
山
み
ち
子
（
福
賀
診
療
所
）
 

【
異
動
】 

●
３
月
３１
日
付
 

▼
服
部
孝
子
＝
兼
国
保
係
長
事
務

　
取
扱
を
解
く
（
民
生
課
長
兼
国

　
保
係
長
事
務
取
扱
）
 

▼
小
野
一
司
＝
兼
住
民
係
長
事
務

　
取
扱
を
解
く
（
住
民
課
長
兼
住

　
民
係
長
事
務
取
扱
兼
税
務
係
長

　
事
務
取
扱
）
 

▼
長
山
雅
範
＝
兼
出
納
係
長
事
務

　
取
扱
を
解
く
（
出
納
室
長
兼
出

　
納
係
長
事
務
取
扱
）
 

▼
金
田
浩
祐
＝
兼
企
画
広
報
係
長

　
を
解
く
（
総
務
課
長
補
佐
兼
企

　
画
広
報
係
長
）
 

▼
水
津
繁
斉
＝
阿
武
町
社
会
福
祉

　
協
議
会
へ
派
遣
を
解
く
 

▼
近
藤
　
進
＝
（
併
任
）
固
定
資

　
産
評
価
審
査
委
員
会
書
記
を
解

　
く
（
併
任
）
選
挙
管
理
委
員
会

　
書
記
を
解
く
（
総
務
課
行
政
係

　
長
（
併
任
）
固
定
資
産
評
価
審

　
査
委
員
会
書
記
（
併
任
）
選
挙

　
管
理
委
員
会
書
記
）
 

▼
河
上
克
己
＝
充
て
指
導
主
事
を

　
解
く
（
充
て
指
導
主
事
・
教
育

　
員
会
事
務
局
主
幹
兼
学
校
教
育

　
係
長
事
務
取
扱
）
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問
　
道
の
駅
再
生
の
検
討
を

専
門
家
に
依
頼
さ
れ
る
よ
う

だ
が
地
元
の
意
見
が
反
映
さ

れ
る
よ
う
に
。
 

町
長
　
地
元
の
意
見
を
聞
く

こ
と
も
未
来
志
向
で
大
切
だ

が
、
ノ
ウ
ハ
ウ
の
あ
る
専
門

家
に
計
画
の
策
定
を
依
頼

し
、
地
元
の
意
見
を
反
映
す

る
よ
う
に
配
慮
す
る
。
 

問
　
町
道
汐
入
野
地
線
工
事

で
郷
川
堤
防
付
近
が
高
く
な

る
が
、
安
全
面
の
配
慮
は
。
 

町
長
　
新
し
い
橋
梁
で
２
ｍ

く
ら
い
高
く
な
る
の
で
、
道

路
の
傾
斜
、
側
道
、
拡
幅
な

ど
を
考
え
る
。
 

   問
　
米
価
の
下
落
・
減
反
政

策
な
ど
で
米
作
り
が
減
っ
て

い
る
が
ど
う
か
。
 

町
長
　
町
内
で
も
米
作
り
が

減
少
し
野
菜
な
ど
の
栽
培
面

積
が
増
加
し
て
い
る
。
指
定

農
産
物
な
ど
生
産
の
拡
大
及

び
Ｊ
Ａ
と
連
携
し
出
荷
販
売

の
推
進
も
考
え
る
。
 

問
　
学
校
給
食
へ
の
地
元
産

の
利
用
状
況
は
。
 

教
育
長
　
地
元
産
の
利
用
を

徐
々
に
増
や
し
て
い
る
。
今

後
更
に
Ｊ
Ａ
・
生
産
者
な
ど

と
の
検
討
会
を
作
り
計
画
的

な
利
用
を
考
え
た
い
。
 

問
　
学
力
低
下
が
問
題
視
さ

れ
て
い
る
が
ど
う
思
う
か
。
 

教
育
長
　
知
識
技
能
が
あ
る

一
方
、
活
用
能
力
の
低
下
が

み
ら
れ
る
。
各
校
で
学
習
意

欲
の
向
上
を
目
指
し
学
力
向

上
プ
ラ
ン
を
作
成
し
総
合
的

に
取
り
組
ん
で
い
る
。
 

 
 
 
 

 問
　
今
年
８
月
に
開
催
予
定

の
山
口
県
防
災
訓
練
は
町
政

施
行
以
来
始
め
て
で
、
引
き

受
け
町
と
し
て
そ
の
対
応
が

問
わ
れ
る
。
当
町
で
も
、
毎

年
総
合
防
災
訓
練
が
実
施
さ

れ
、
多
く
の
住
民
の
参
加
に

よ
り
自
分
た
ち
の
地
域
は
自

分
た
ち
で
守
る
と
い
っ
た
自

立
の
気
運
が
高
ま
っ
て
い
る
。

こ
の
山
口
県
防
災
訓
練
が
、

自
立
し
た
町
づ
く
り
に
向
け

て
の
大
き
な
チ
ャ
ン
ス
だ
と

思
う
が
町
長
の
考
え
は
？
 

町
長
　
注
目
度
が
高
く
本
町

の
力
量
が
試
さ
れ
る
大
会
で

も
あ
り
、
萩
市
消
防
本
部
の

協
力
を
い
た
だ
き
情
報
連
絡

体
制
の
確
立
、
集
落
内
で
の

避
難
協
力
体
制
の
構
築
、
相

互
扶
助
の
仕
組
み
づ
く
り
や

意
識
の
高
揚
な
ど
、
一
過
性

の
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
終
わ
ら

せ
て
は
な
ら
な
い
。
 

  問
　
奈
古
漁
港
整
備
事
業
が

総
事
業
費
約
33
億
円
を
か
け

本
年
度
で
終
わ
り
、
い
よ
い

よ
漁
業
者
の
皆
さ
ん
の
活
性

化
に
大
き
く
期
待
さ
れ
る
。

町
有
地
の
活
用
方
法
に
つ
い

て
は
こ
れ
ま
で
に
も
２
回
質
 

問
致
し
ま
し
た
が
、
利
用
計
 

画
が
見
え
ま
せ
ん
。
町
長
は
 

町
有
地
を
含
め
道
の
駅
周
辺

整
備
を
ど
の
よ
う
に
考
え
て

い
る
か
？
 

町
長
　
平
成
20
年
度
予
算
に

お
い
て
道
の
駅
再
生
ビ
ジ
ョ

ン
施
設
整
備
計
画
の
提
案
を

お
願
い
し
て
い
る
。
整
備
に

つ
い
て
は
、
漁
業
振
興
の
み

な
ら
ず
阿
武
町
全
産
業
の
振

興
に
関
わ
る
方
策
、
ま
た
６

次
産
業
化
へ
の
取
り
組
み
を

考
え
全
町
で
活
用
す
る
。
 

 問
　
平
成
17
年
に
県
立
高
校

再
編
整
備
が
策
定
さ
れ
中
学

校
生
徒
が
激
減
す
る
中
、
奈

古
高
等
学
校
の
存
続
に
つ
い

て
教
育
長
の
考
え
は
？
 

教
育
長
　
特
色
あ
る
活
動

や
、
成
果
を
地
域
に
積
極
的

に
紹
介
し
、
ま
た
地
域
の
信

頼
に
応
え
、
学
校
の
専
門
性

を
出
し
、
地
域
社
会
に
貢
献

で
き
る
よ
う
に
高
校
を
持
つ

町
と
し
て
そ
の
良
さ
を
強
く

ア
ピ
ー
ル
し
て
い
く
。
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議 会 だ よ り 26
No

一
般
質
問  

第
1
回
定
例
会  

3
月
１４
日
 

田中敏雄  議員 

小田達雄  議員 

Ａ 
将
来
に
つ
な
が
る
訓
練
に
し
た
い
 

Ｑ 
山
口
県
防
災
訓
練
実
施
に
つ
い
て
 

町
の
取
り
組
み
は
？
 

Ｑ 
道
の
駅
周
辺
整
備
計
画
は
？
 

Ａ 
道
の
駅
再
生
ビ
ジ
ョ
ン
策
定
計
画
 

を
作
成
し
検
討
 

Ｑ 
高
校
再
編
計
画
に
 

伴
う
奈
古
高
等
学
 

校
へ
の
町
の
取
り
 

組
み
は
？
 

Ａ 
学
校
の
存
在
を
強
 

く
ア
ピ
ー
ル
す
る
 

Ｑ 
奈
古
漁
港
埋
立
地
 

の
活
用
は
？
 

Ｑ 
児
童
生
徒
の
学
力
 

の
低
下
に
つ
い
て
 

Ａ 
野
菜
な
ど
畑
作
物
 

の
増
加
へ
の
対
応
 

を
考
え
る
 

Ａ 
知
識
の
活
用
能
力
、 

読
解
力
が
低
下
し
 

て
い
る
 

Ｑ 
農
産
物
の
地
産
地
 

消
に
つ
い
て
？
 

問
 

問
 

問
 

問
 

問
 

町
長
 

町
長
 

町
長
 

問
 

問
 

町
長
 

町
長
 

防災訓練 

道の駅まつり 

奈古漁協埋め立て地 

宇久のニンジン収穫風景 

県立奈古高等学校 

教
育
長
 

教
育
長
 

問
 

教
育
長
 

Ａ 
町
全
体
の
振
興
に
 

つ
な
が
る
よ
う
慎
 

重
に
検
討
す
る
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議 会 だ よ り 26
No

行
財
政
改
革
等
特
別
委
員
会
報
告
 

西村良子  議員 

３
月
１７
日
開
催
 

    
 
 

 問
 
平
成
の
市
町
村
大
合
併

の
一
区
切
り
の
中
、
平
成
２０

年
度
後
、
県
内
長
門
地
域
で

は
唯
一
阿
武
町
が
単
独
行
政

自
立
の
道
を
め
ざ
す
が
、
行

財
政
、
広
域
行
政
な
ど
の
厳

し
い
情
勢
を
踏
ま
え
て
、
民

意
を
問
う
場
を
持
て
な
い
か
、

そ
し
て
本
町
の
将
来
展
望
に

つ
い
て
を
問
う
。
 

町
長
 
厳
し
い
行
財
政
の
状

況
に
あ
る
が
、
国
の
地
方
制

度
調
査
会
の
方
向
や
道
州
制

な
ど
の
動
き
も
視
野
に
入
れ

な
が
ら
、
そ
の
時
期
な
ど
に

つ
い
て
議
論
を
し
た
い
。
当

面
は
自
立
し
た
ま
ち
づ
く
り

を
目
指
し
、
町
内
の
任
意
団

体
や
生
産
部
会
な
ど
の
会
合

に
積
極
的
に
出
向
き
ご
意
見

を
聞
い
て
い
る
つ
も
り
だ
。

現
段
階
で
は
合
併
し
な
か
っ

た
方
が
良
か
っ
た
と
の
意
見

が
多
い
。
従
っ
て
民
意
は
そ

こ
に
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

小
さ
い
基
盤
の
町
で
あ
る
の

で
、
ナ
ン
バ
ー
ワ
ン
は
困
難

だ
が
、
本
町
の
個
性
が
キ
ラ

リ
と
光
る
オ
ン
リ
ー
ワ
ン
の

町
づ
く
り
を
め
ざ
し
た
い
。

　
 

  

問
 
自
立
す
る
ま
ち
づ
く
り

を
継
続
、
発
展
さ
せ
る
上
か

ら
も
若
い
世
代
が
定
着
す
る

ま
ち
の
基
盤
づ
く
り
が
求
め

ら
る
。
若
い
人
た
ち
が
移
り

住
む
魅
力
あ
る
定
住
条
件
と

環
境
づ
く
り
の
た
め
に
、
早

急
に
そ
し
て
更
な
る
対
策
が

考
え
ら
れ
な
い
か
。
 

町
長
　
若
い
世
代
の
人
口
減

少
は
ま
ち
の
活
力
低
下
に
つ

な
が
る
。
人
口
減
少
は
、

国
、
県
、
近
隣
に
お
い
て
も

同
じ
状
況
に
あ
る
。
こ
れ
と

い
っ
た
特
効
薬
は
な
い
が
、

ハ
ー
ド
面
で
の
施
策
と
し
て

町
営
住
宅
、
企
業
誘
致
、
更

に
道
の
駅
周
辺
の
整
備
な
ど

を
。
ソ
フ
ト
面
で
は
、
民
間

主
導
の
イ
ベ
ン
ト
、
む
ら
、

ま
ち
交
流
、
音
楽
イ
ベ
ン

ト
、
若
者
交
流
会
な
ど
ま
ち

の
元
気
を
発
信
し
た
い
と
考

え
て
い
る
。
 

 

まちづくり懇談会 

若者交流会 

膜ろ過施設 

宇田郷教員住宅 

ナベルＬベース工場 

問
 

問
 

Ａ 
厳
し
い
環
境
に
あ
る
が
、
個
性
が
 

キ
ラ
リ
と
光
る
オ
ン
リ
ー
ワ
ン
の
 

ま
ち
づ
く
り
に
！
 

Ｑ 
阿
武
町
単
独
行
政
自
立
の
ま
ち
づ
 

く
り
の
展
望
は
？
 Ａ 

個
々
人
を
大
切
に
 

し
、
躍
動
す
る
ま
 

ち
づ
く
り
と
ハ
ー
 

ド
、
ソ
フ
ト
両
面
 

の
対
策
を
 

Ｑ 
ま
ち
づ
く
り
の
基
 

盤
と
な
る
人
口
の
 

減
少
歯
止
め
対
策
 

は
？
 

町
長
 

町
長
 

 平
成
１９
年
度
奈
古
地
区
水
道

膜
ろ
過
施
設
整
備
工
事
の
請

負
契
約
の
一
部
変
更
に
つ
い
て
 

問
　
水
道
膜
ろ
過
施
設
に
つ

い
て
は
、
現
地
踏
査
で
状
況

説
明
な
ど
を
受
け
て
い
る
が
、

町
民
の
関
係
者
の
皆
さ
ん
方

に
そ
の
よ
う
な
説
明
な
ど
の

方
法
は
取
れ
な
い
か
。
 

答
　
広
報
な
ど
で
膜
ろ
過
施

設
を
紹
介
し
て
い
く
。
ま

た
、
現
地
説
明
見
学
会
を
実

施
す
る
。
 

  
 

 平
成
１９
年
度
一
般
会
計
補
正

予
算（
第
４
回
）に
つ
い
て
 

問
 
保
育
園
児
分
担
金
の
増

額
補
正
の
中
で
、
保
育
園
児

が
増
え
た
と
の
説
明
が
あ
り

そ
の
園
児
が
増
え
た
理
由
に

つ
い
て
。
 

答
　
園
児
に
つ
い
て
は
、
随

時
入
所
の
方
法
が
と
ら
れ
、

最
近
、
新
た
に
職
場
に
就
か

れ
る
方
が
多
く
な
り
、
育
児

休
暇
が
あ
け
て
保
育
園
に
子

ど
も
を
預
け
た
い
と
い
う
希

望
者
が
増
え
、
当
初
の
見
込

み
よ
り
増
額
補
正
と
な
っ
た
。 

問
　
教
員
住
宅
の
戸
数
と
入

居
者
の
状
況
に
つ
い
て
。
 

答
　
奈
古
地
区
３
戸
、
内
入

居
者
１
戸
。
宇
田
郷
地
区
４

戸
、
内
入
居
者
１
戸
。
福
賀

地
区
５
戸
、内
入
居
者
３
戸
。

ま
た
、
福
賀
地
区
に
お
い
て

は
、
１
戸
が
既
に
一
般
住
宅

に
変
更
さ
れ
た
も
の
に
先
生

が
入
居
さ
れ
て
い
る
。
 

   問
　
財
産
貸
付
収
入
に
つ
い

て
は
Ｊ
Ａ
あ
ぶ
ら
ん
ど
萩
事

務
所
引
き
上
げ
後
の
、
㈱
ナ

ベ
ル
貸
付
建
物
で
の
事
業
内

容
と
、雇
用
人
数
の
状
況
は
。 

答
　
主
力
商
品
は
レ
ー
ザ
ー

光
線
の
カ
バ
ー
の
手
作
業
部

分
で
、
現
在
、
月
間
生
産
額

３
０
０
０
万
円
が
今
後
、
月

間
生
産
額
１
億
円
程
度
と
な

る
見
込
み
。
ま
た
、
人
員
は

山
口
工
場
の
方
か
ら
半
数
程

度
来
て
お
り
、
約
５０
人
で
あ

り
、
最
終
的
に
は
７０
人
程
度

に
な
る
と
聞
い
て
い
る
。
 

   問
　
雑
入
に
つ
い
て
の
、
新

市
町
村
振
興
宝
く
じ
市
町
村

交
付
金
の
使
途
に
つ
い
て
は
。 

答
　
町
の
福
祉
、
人
口
定
住

な
ど
の
報
償
費
の
財
源
と
し

て
い
る
。
 

平
成
１９
年
度
阿
武
町
介
護
保

険
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算

（
第
３
回
）に
つ
い
て
 

問
　
県
負
担
金
の
増
額
理
由

及
び
居
宅
介
護
の
対
象
者
は

何
人
程
度
お
ら
れ
る
か
。
 

答
　
介
護
給
付
費
が
増
え
る

と
国
、
県
、
町
の
負
担
持
ち

分
が
増
え
負
担
と
給
付
費
が

連
動
す
る
た
め
、
増
額
と
な

っ
た
。
ま
た
、
居
宅
介
護
の

対
象
者
は
１
１
４
人
で
す
。
 

答
 

問
 

答
 

問
 

答
 

問
 

答
 

問
 

答
 

問
 

答
 

問
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現
地
踏
査
で
は
奈
古
広
域

漁
港
及
び
奈
古
地
区
水
道
膜

ろ
過
施
設
、
岡
田
橋
住
宅
、

町
道
汐
入
野
地
線
、
町
道
元

浦
平
原
線
道
路
改
良
工
事
を

踏
査
し
ま
し
た
。
 

西村良子  議員 

      　
平
成
２０
年
度
一
般
会
計
予

算
総
額
２７
億
７
０
０
０
万
円

余
、
前
年
度
対
比
４
％
減
、

８
つ
の
特
別
会
計
も
後
期
高

齢
者
医
療
制
度
の
導
入
と
昨

年
度
ま
で
大
き
い
割
合
を
占

め
て
い
た
老
人
保
健
医
療
制

度
が
廃
止
さ
れ
る
こ
と
な
ど

か
ら
、
約
３５
％
減
の
総
額
１５

億
３
０
０
０
万
円
余
と
な
っ

て
お
り
、
前
年
度
よ
り
１
億

１
０
０
０
万
円
余
減
額
さ
れ

た
厳
し
い
予
算
編
成
と
な
っ

て
い
ま
す
。
こ
の
こ
と
は
事

業
の
緊
急
性
や
費
用
対
効
果

を
踏
ま
え
て
、
歳
出
の
抑
制

に
配
慮
し
た
予
算
編
成
で
あ

る
こ
と
が
伺
え
ま
す
。
 

　
昨
年
度
よ
り
減
額
し
た
と

は
言
え
、
こ
れ
は
奈
古
漁
港

広
域
漁
港
整
備
事
業
や
、
奈
 

古
地
区
簡
易
水
道
事
業
な
ど

の
大
規
模
事
業
が
完
了
し
た

こ
と
に
よ
る
も
の
で
す
が
、

し
か
し
歳
出
に
お
い
て
は
、

大
規
模
町
道
汐
入
野
地
線
バ

イ
パ
ス
工
事
や
町
営
住
宅
建

設
や
学
校
、
民
間
な
ど
の
耐

震
診
断
や
補
強
計
画
事
業
、

新
ら
た
な
事
業
と
し
て
、
定

住
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
設
置
事
業
、

自
治
会
制
度
を
踏
ま
え
た
集

落
再
生
事
業
な
ど
の
積
極
的

な
取
り
組
み
が
見
ら
れ
、
選

択
と
コ
ス
ト
意
識
を
念
頭
に

お
い
た
苦
慮
さ
れ
た
予
算
で

あ
り
ま
す
。
先
の
行
財
政
改

革
等
特
別
委
員
会
で
の
意
見

な
ど
を
参
考
に
最
大
限
の
事

業
効
果
が
発
揮
さ
れ
る
こ
と

を
期
待
し
、
平
成
２０
年
度
各

会
計
の
歳
入
、
歳
出
決
算
つ

い
て
原
案
通
り
承
認
す
る
こ

と
に
賛
成
す
る
も
の
で
す
。
 

平
成
２０
年
度
　
予
算
賛
成
討
論
 

奈古広域漁港 

奈古地区水道膜ろ過施設 
 

町道元浦平原線 

町道汐入野地線（橋台下部工） 岡田橋住宅 

現
地
踏
査
 

議 会 だ よ り 26
No

配食サービス 

福賀小中学校屋内体育館 

町
道
汐
入
野
地
線
全
景
 

平
成
２０
年
度
一
般
会
計
予
算

に
つ
い
て
 

問
　
総
務
管
理
費
の
漂
流
物

回
収
作
業
委
託
料
の
使
途

は
。
 

答
　
浜
に
打
ち
上
げ
ら
れ
た

漂
着
流
木
を
森
林
組
合
な

ど
に
玉
切
り
に
し
て
い
た
だ

き
、
運
搬
可
能
な
大
き
さ
に

す
る
も
の
で
あ
る
。
 

問
　
選
挙
費
に
つ
い
て
、
投

票
時
間
の
午
後
６
時
か
ら
午

後
８
時
ま
で
の
間
の
投
票
者

数
の
状
況
は
。
 

答
　
前
回
の
参
議
院
選
挙
の

結
果
、
午
後
６
時
か
ら
午
後

７
時
ま
で
が
７８
人
、
午
後
７

時
か
ら
午
後
８
時
ま
で
が
３３

人
、
し
た
が
っ
て
午
後
６
時

か
ら
午
後
８
時
ま
で
が
１
１

１
人
と
な
っ
て
い
る
。
 

問
　
老
人
福
祉
費
で
の
、
食

の
自
立
支
援
事
業
委
託
料
に

つ
い
て
事
業
の
目
的
と
委
託

先
に
つ
い
て
。
 

答
　
高
齢
者
の
皆
さ
ん
が
食

事
を
自
分
で
作
る
こ
と
が
で

き
ず
、
病
気
で
手
が
充
分
に

動
か
な
い
、
ま
た
、
遠
く
に

買
い
物
に
行
け
な
い
な
ど
の

理
由
調
査
を
し
、
そ
の
調
査

の
結
果
表
に
よ
り
チ
ェ
ッ
ク

し
、
食
事
の
用
意
が
困
難
な

方
に
配
食
サ
ー
ビ
ス
を
し
て

い
る
。
配
食
の
委
託
先
は
阿

武
福
祉
会
で
あ
り
、
清
光
苑

で
一
緒
に
作
っ
た
も
の
を
配

食
し
て
い
る
。
 

問
　
福
賀
小
、
中
学
校
屋
内

運
動
場
耐
震
補
強
計
画
策

定
業
務
委
託
料
の
計
上
理
由

は
。
 

答
　
国
か
ら
耐
震
の
診
断
業

務
を
校
舎
と
屋
体
の
両
方
に

行
う
よ
う
指
導
が
あ
り
、
屋

体
に
つ
い
て
は
既
に
診
断
を

行
っ
て
い
る
。
強
度
の
数
値

で
あ
る
表
示
の
Ｉ
Ｓ
値
が
０

・
３
４
で
あ
り
、
０
・
３
未

満
の
数
値
で
は
大
き
い
地
震

で
倒
壊
の
恐
れ
が
あ
る
と
い

わ
れ
、
ま
た
、
０
・
７
未
満

の
建
物
で
は
、
若
干
、
耐
力

度
は
あ
る
が
倒
壊
す
る
で
あ

ろ
う
と
い
わ
れ
０
・
７
以
上

で
は
大
丈
夫
だ
ろ
う
と
の
数

値
の
目
安
と
な
っ
て
い
る

が
、
こ
の
屋
体
で
は
第
２
診

断
を
行
う
こ
と
に
よ
り
、
よ

り
正
確
な
強
度
を
調
べ
る
も

の
で
あ
る
。
ま
た
、
体
育
館

の
場
合
、
柱
が
少
な
く
事
故

の
場
合
、
天
井
が
落
ち
る
こ

と
が
よ
く
あ
り
、
そ
の
点
の

強
度
も
調
べ
る
。
 

問
　
歳
入
に
つ
い
て
の
、
道

路
特
定
財
源
が
、
阿
武
町
の

歳
入
に
ど
の
程
度
影
響
を
お

よ
ぼ
す
か
。
 

答
　
町
道
汐
入
野
地
線
へ
の

交
付
金
が
道
路
特
定
財
源
に

該
当
し
、
多
大
な
影
響
を
受

け
る
と
思
わ
れ
る
。
 

 

  

答
 

問
 

答
 

問
 

答
 

答
 

問
 

答
 

問
 

問
 



9

          

18
組
が
十
八
番（
お
は
こ
）を
!! 

　
ま
ち
の
芸
能
人
た
ち
が
十
八

番
を
披
露
す
る
「
第
３
回
あ
ぶ

芸
能
祭
」
が
、
４
月
６
日
町
民

セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

（
主
催
・
阿
武
芸
能
グ
ル
ー
プ

連
絡
協
議
会
、
後
援
・
阿
武
町

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ふ
た
ば
会
及
び

阿
武
町
社
会
福
祉
協
議
会
）
 

　
町
全
体
で
の
開
催
は
３
回
目

で
１８
組
の
個
人
・
団
体
が
、
カ

ラ
オ
ケ
や
バ
ン
ド
演
奏
、
日
舞

な
ど
そ
れ
ぞ
れ
披
露
し
ま
し
た
。 

　
な
お
、
こ
の
芸
能
祭
は
チ
ャ

リ
テ
ィ
ー
活
動
の
一
環
と
し
て

も
開
催
さ
れ
て
お
り
、
参
加
者

や
来
場
者
か
ら
寄
せ
ら
れ
た

善
意
の
募
金
18
万
２
９
５
０
円

は
、「
ふ
れ
あ
い
と
明
る
い
地

域
づ
く
り
」
に
役
立
て
ら
れ
る

と
い
う
こ
と
で
す
。
 

　
後
日
、
阿
武
町
社
会
福
祉
協

議
会
福
祉
基
金
と
赤
い
羽
根
共

同
募
金
に
寄
付
さ
れ
ま
し
た
。
 

元気！あぶ町！５００１プラン　いきいきと未来に輝く人づくり

第
３
回
　
あ
ぶ
芸
能
祭

芸
に
磨
き
を
か
け
て

チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
募
金
約
18
万
円
を
寄
付

愛奈会　小田さん 
 

“熱唱” 
阿胡スティックス 

宇田フォークダンス 
 

三丁櫓 
小野さん他 
 

阿胡スティッ 
クス近藤さん 
 

司会　花田さん 
 

司会　長山さん 

睦吟詠会 

う
も
れ
木
　
田
中
さ
ん
 

 ち
ど
り
会
　
上
村
さ
ん
 

う
も
れ
木
　
黒
川
さ
ん
 

華祥会 
三浦さん 

愛
奈
会
　
網
屋
さ
ん
 

泉
の
会
 

長
山
さ
ん
、高
橋
さ
ん
 

小
野
さ
ん
、河
野
さ
ん
 

奈
古
盆
踊
り
保
存
 

会
の
み
な
さ
ん
 

 

華
祥
会
 
水
津
さ
ん
 

 
う
も
れ
木
　
中
原
さ
ん
 

さ
く
ら
会
 

 五色会 
網屋さん他 
▼花田さん 
 

歌
夢
舞
 

小
野
さ
ん
、岡
村
さ
ん
 
 

 
フ
ァ
ン
!?
か
ら
 

　
　
　
花
束
贈
呈
 

町民センター
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山・海・里

あなたのまちの身近な話 
題をお寄せください。 
役場総務課企画広報係 
（☎2―3111） 
E-mail : kikaku@town. 
　　abu.yamaguchi.jp

Ａｂｕ　Ｔｏｐｉｃｓ Ａｂｕ　Ｔｏｐｉｃｓ 
まちの話題まちの話題“がばい”トークに爆笑

島田洋七さん“舌”好調

30
人
の
若
者
が
交
流

   　
若
者
お
気
軽
交
流
事
業
「
ゴ
ル
コ
ン
」
２

月
２７
日
〜
３
月
１９
日
の
計
４
回
が
終
了
し
、

最
終
日
に
は
ゴ
ル
フ
レ
ッ
ス
ン
終
了
後
懇
親

会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
 

　
懇
親
会
に
は
独
身
者
の
み
の
２０
人
が
参
加
し
自
己
紹
介
を

始
め
、
交
流
を
深
め
ま
し
た
。
ま
た
、
参
加
者
全
員
に
ゴ
ル

フ
プ
ロ
松
岡
修
身
さ
ん
か
ら
修
了
書
が
交
付
さ
れ
、「
終
了

後
も
研
さ
ん
を
積
ま
れ
５
月
の
新
緑
の
中
、
爽
や
か
な
コ
ー

ス
デ
ビ
ュ
ー
を
目
指
し
て
頑
張
っ
て
く
だ
さ
い
」
と
コ
メ
ン

ト
が
そ
え
ら
れ
ま
し
た
。
町
と
し
て
も
今
後
、
若
者
交
流
の

お
手
伝
い
を
進
め
て
行
こ
う
と
考
え
て
い
ま
す
。
 

 　
阿
武
町
奈
古
出
身
で
、
現
在
、
外
務
省
総
合
外
交
政
策
局

総
務
課
長
と
し
て
活
躍
さ
れ
て
い
る
兼
原
信
克
さ
ん
の
講
演

会
が
３
月
２１
日
、
萩
市
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
日
本
外
交
協

会
萩
支
部
の
主
催
で
、
演
題
は
「
日
本
外
交
の

諸
問
題
」。
兼
原
さ
ん
は
総
理
大
臣
の
外
遊
の

際
に
は
必
ず
同
行
す
る
日
本
外
交
の
エ
ー
ス
的

存
在
。
ア
メ
リ
カ
、
ロ
シ
ア
、
中
国
、
韓
国
、
北

朝
鮮
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
と
の
関
係
を
中
心
に

話
し
、
ま
た
吉
田
松
陰
先
生
の
「
富
国
強
兵
を

持
っ
て
王
道
を
行
く
」
と
い
う
精
神
の
も
と
日

本
国
の
お
役
に
立
ち
た
い
と
も
話
し
ま
し
た
。
 

　
講
演
に
は
、
阿
武
町
か
ら
奈
古
地
区
の
同
級
生
、
町
長
、

町
議
会
議
員
な
ど
約
４０
人
が
駆
け
つ
け
ま
し
た
（
全
体
で

１
５
０
人
）。
兼
原
さ
ん
の
ふ
る
さ
と
奈
古
の
印
象
は
、「
人

も
良
い
し
、
こ
ん
な
良
い
町
は
な
い
」
だ
そ
う
で
す
。
 

           　「
佐
賀
の
が
ば
い
ば
あ
ち
ゃ
ん
」で
お
な
じ
み
の
島
田
洋
七

さ
ん
の
講
演
会
が
、
３
月
１６
日
町
民
セ
ン
タ
ー
文
化
ホ
ー
ル

で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
会
場
は
５
０
０
人
を
超
え
る
超
満
員
、

観
客
は
テ
ン
ポ
の
良
い
ト
ー
ク
に
爆
笑
の
渦
。
幼
少
時
代
か

ら
現
代
に
至
る
ま
で
い
ろ
い
ろ
な
人
に
支
え
ら
れ
た
人
生
論

を
約
１
時
間
半
の
講
演
で
披
露
。
波
瀾
万
丈
な
人
生
に
島
田

さ
ん
の
“
た
く
ま
し
さ
”、“
温
か
さ
”
が
感
じ
ら
れ
ま
し
た
。 

　
講
演
で
は
道
の
駅
阿
武
町
直
売
所
に
も
立
ち
寄
り
、
魚
や

イ
カ
な
ど
海
産
物
の
鮮
度
の
良
さ
と
安
さ
に
ビ
ッ
ク
リ
し
た

こ
と
も
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。
講
演
会
に
来
ら
れ
た
竹
内
宏
子

さ
ん（
宇
田
地
）は
「
体
全
身
で
笑
い
ま
し
た
。
島
田
さ
ん
は

エ
ネ
ル
ギ
ッ
シ
ュ
で
ス
テ
キ
で
し
た
」
と
。
野
村
定
夫
さ
ん

（
今
浦
）は
「
島
田
さ
ん
は
小
さ
い
頃
か
ら
苦
労
さ
れ
て
い
た

ん
で
す
ね
。
家
族
は
年
寄
り
や
子
ど
も
が
い
て
バ
ラ
ン
ス

が
と
れ
る
。
良
い
講
演
会
で
し
た
。
ま
た
や
っ
て
ほ
し
い

で
す
ね
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。
 

春の“旬”が盛りだくさん
道の駅　海ぞくまつり

　
春
の
到
来
を
告
げ
る
イ
ベ
ン
ト
「
第
１０
回
海
ぞ

く
ま
つ
り
」が
３
月
２３
日
、
道
の
駅
で
開
催
さ
れ

、時
折
吹
く
雨
ま
じ
り
の
強
風
に
も
負
け
ず
大
勢

の
人
で
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。
 

　
特
に
人
気
が
あ
っ
た
の
が
奈
古
新
鮮
活
魚
市
、

旬
の
あ
じ
、
ホ
ウ
ボ
ウ
、
赤
ナ
マ
コ
に
人
気
が
集

ま
り
約
１
時
間
半
で
完
売
。
ま
た
Ｊ
Ａ
あ
ぶ
ら
ん

ど
萩
の
セ
リ
市
に
は
旬
の
野
菜
を
目
当
に
多
く
の

人
が
集
ま
り
、
セ
リ
人
と
の
間
で
大
き
な
声
で
安

く
競
り
落
し
て
い
ま
し
た
。
特
別
企
画
の
漁
師
さ

ん
に
よ
る
魚
の
さ
ば
き
方
教
室
で
は
、
男
性
も
調

理
に
挑
戦
、
大
勢
の
人
が
見
守
る
な
か
丁
寧
に
魚

を
さ
ば
い
て
い
ま
し
た
。
今
回
初
め
て
福
賀
の
若

草
窯
に
よ
る
西
洋
陶
器
上
絵
付
ミ
ニ
体
験
教
室
が
発
祥
交
流

館
で
開
催
さ
れ
、
萩
市
や
町
内
か
ら
６
人
の
参
加
者
が
西
洋

小
皿
に
季
節
の
花
を
丁
寧
に
描
い
て
い
ま
し
た
。
萩
市
か
ら

参
加
さ
れ
た
女
性
は
「
孫
の
入
学
祝
い
に
桜
の
絵
皿
を
プ
レ

ゼ
ン
ト
し
ま
す
」
と
話
し
て
い
ま
す
。
若
草
窯
で
は
夏
に
ガ

ラ
ス
絵
付
け
、
秋
に
は
竹
細
工
教
室
を
開
催
予
定
で
す
。
 

 

雨の中大勢のお客さんが訪れました 

漁師さんが魚のさばき方を指導 西洋陶器上絵付教室を開催 

修 了 証
山口県外海第2栽培漁業センター

★★☆☆　阿武太郎　様

あなたは平成１９年度阿武町若者お気軽交流事業“ゴルコン”レッスンを修了されたのでここに証します。
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新鮮で安全安心な食材づくり
新たに８人がエコファーマーに

町内３地区で
交通安全を呼びかけ
春の全国交通安全運動

　
春
の
全
国
交
通
安
全
運
動
が
４
月
６
日
〜

１５
日
ま
で
の
１０
日
間
、
全
国
一
斉
に
展
開
さ

れ
ま
し
た
。
期
間
中
は
、
朝
と
夕
方
に
国
道

な
ど
の
危
険
カ
所
で
街
頭
指
導
を
、
７
日
に

は
各
地
区
で
「
交
通
マ
ナ
ー
ア
ッ
プ
作
戦
」

が
行
わ
れ
、
農
事
組
合

法
人
福
の
里
女
性
部
の

地
産
地
消
に
こ
だ
わ
っ

た
愛
情
た
っ
ぷ
り
の
手

作
り
「
あ
ん
こ
餅
」
と
、
交
通
安
全

の
チ
ラ
シ
を
婦
人
会
ら
が
ド
ラ
イ
バ

ー
に
手
渡
し
、
安
全
運
転
を
呼
び
か

け
ま
し
た
。
 

　
循
環
型
農
業
に
積
極
的
に
取
り

組
む
エ
コ
フ
ァ
ー
マ
ー
認
定
交
付

式
が
３
月
２８
日
阿
武
町
役
場
で
開

催
さ
れ
新
た
に
８
人
（
水
稲
・
５

人
、
ニ
ン
ジ
ン
・
３
人
）
が
エ
コ

フ
ァ
ー
マ
ー
認
定
を
受
け
ま
し
た
。 

　
エ
コ
フ
ァ
ー
マ
ー
と
は
持
続
性

の
高
い
農
業
生
産
方
式
（
土
づ
く

り
、
化
学
肥
料
・
化
学
農
薬
の
３０
％
低
減
）
を
め

ざ
す
農
業
者
の
こ
と
で
、
交
付
式
で
は
、
エ
コ
フ

ァ
ー
マ
ー
を
代
表
し
て
、
認
定
農
業
者
で
も
あ
る

池
田
博
さ
ん（
上
片
）が
、「
消
費
者
か
ら
は
、
農
産

物
に
つ
い
て
も
、
安
全
で
安
心
な
も
の
が
求
め
ら

れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
環
境
に
や
さ
し
い
農
業
へ
の
関
心
も

高
ま
っ
て
い
る
中
で
、
私
た
ち
生
産
者
の
果
た
す
役
割
は
非

常
に
大
き
い
も
の
が
あ
り
ま
す
。
エ
コ
フ
ァ
ー
マ
ー
と
し
て
、

気
持
ち
を
新
た
に
し
、
消
費
者
の
方
々
に
新
鮮
で
安
全
・
安

心
な
も
の
を
届
け
ら
れ
る
よ
う
に
、
責
任
を
持
っ
て
取
り
組

ん
で
い
き
た
い
。」
と
決
意
を
述
べ
て
い
ま
す
。
今
回
の
認

定
で
阿
武
町
の
エ
コ
フ
ァ
ー
マ
ー
数
は
３５
人
と
な
り
ま
し
た
。 

                  　「
フ
ォ
ー
ク
の
神
様
」
岡
林
信
康
さ
ん
の
コ
ン
サ
ー
ト
が

３
月
８
日
町
民
セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ
、
会
場
に
は
４
０
０

人
の
フ
ァ
ン
が
詰
め
か
け
ま
し
た
。
主
催
し
た
の
は
福
賀
の

ま
ち
お
こ
し
グ
ル
ー
プ
・
舫
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
で
阿
武
町
で
の

開
催
は
１３
回
目
と
な
り
ま
す
。
コ
ン
サ
ー
ト
は
２
部
構
成
で

１
部
は
尺
八
、
篠
笛
、
津
軽
三
味
線
、
和
太
鼓
な
ど
の
演
奏

の
エ
ン
ヤ
ト
ッ
ト
ロ
ッ
ク
、
２
部
は
名
曲
「
山
谷
ブ
ル
ー

ス
」
を
筆
頭
に
フ
ォ
ー
ク
ソ
ン
グ
が
披
露
さ
れ
観
客
を
魅
了

し
ま
し
た
。
岡
林
さ
ん
は
「
今
年
で
デ
ビ
ュ
ー
４０
周
年
を
迎

え
ま
す
。
４０
年
の
半
分
を
阿
武
町
で
コ
ン
サ
ー
ト
が
出
来
て

い
る
。
あ
り
が
た
い
こ
と
で
す
」。 

　
舫
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
長
嶺
吉
家
さ
ん（
栃
原
）は
「
岡
林
さ

ん
の
魅
力
は
常
に
新
し
い
こ
と
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
い
る
こ

と
、
自
然
と
共
生
し
て
い
て
そ
の
中
か
ら
曲
が
生
ま
れ
る
こ

と
。
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
も
ら
い
ま
し
た
次
回
の
開
催
を
お
楽
し

み
に
」
と
話
し
て
い
ま
す
。
 

14人が園児の仲間入り
みどり保育園入園式

夢や希望に向かって
町内小中学校で入学式

夢や希望に向かって
町内小中学校で入学式

 　
桜
の
花
が
満
開
の
４
月
８
日
、

町
内
の
小
・
中
学
校
で
入
学
式
が

開
催
さ
れ
、
奈
古
小
１５
人
、
福
賀

小
２
人
、
阿
武
中
１８
人
、
福
賀
中

６
人
が
そ
れ
ぞ
れ
仲
間
入
り
し
ま

し
た
。
奈
古
小 

津
田
章
校
長
は

「
今
日
か
ら
小
学
生
の
仲
間
入
り

で
す
。
自
分
で
出
来
る
こ
と
は
自

分
で
、
早
く
学
校
に
慣
れ
て
明
る

く
、
楽
し
い
小
学
校
生
活
を
送
っ

て
く
だ
さ
い
」
と

話
し
、
阿
武
中 

　
屋
英
人
校
長
は
「
中
学

生
活
は
社
会
人
と
し
て
基
本
的
な
こ
と
を

学
び
ま
す
。
学
習
や
ス
ポ
ー
ツ
に
積
極
的

に
取
り
組
み
、
夢
や
希
望
に
向
か
っ
て
頑

張
っ
て
く
だ
さ
い
」
と
激
励
し
ま
し
た
。
 

　
桜
の
花
も
開
き
始

め
た
４
月
２
日
、
み

ど
り
保
育
園
で
入
園

式
が
行
わ
れ
ま
し

た
。今
年
度
は
本
園
、

分
園
合
わ
せ
て
１４
人

が
入
園
、
真
新
し
い

少
し
大
き
め
の
園
児

服
を
ま
と
っ
た
新
園

児
と
保
護
者
が
列
席
。
児
童
た
ち
は
、
名
前
が
読

み
上
げ
ら
れ
る
と
、
は
ず
か
し
そ
う
に
「
は
い
」

と
返
事
を
し
て
い
ま
し
た
。
服
部
園
長
は
「
保
育

園
に
は
楽
し
い
こ
と
が
い
っ
ぱ
い
あ
り
ま
す
。
元
気
に
保
育

園
に
来
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
保
護
者
に
は
、
育
児
で
困
っ
た

こ
と
が
あ
れ
ば
保
育
士
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
」
と
話
し
て

い
ま
す
。
最
後
に
年
長
組
か
ら
の
歌
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
。
新
入

園
児
た
ち
は
、
目
を
輝
か
せ
て
聞
い
て
い
ま
し
た
。
 

40
周
年
の
歌
声
に
感
動

周
年
の
歌
声
に
感
動

第
13
回

魂
の
鼓
動

魂
の
鼓
動
・
感
動
感
動
・
躍
動
ラ
イ
ブ
２
０
０
８

躍
動
ラ
イ
ブ
２
０
０
８

　
　
　
　
　
　
　
岡
林
信
康
コ
ン
サ
ー
ト

　
　
　
　
　
　
　
岡
林
信
康
コ
ン
サ
ー
ト

40
周
年
の
歌
声
に
感
動

第
13
回

魂
の
鼓
動
・
感
動
・
躍
動
ラ
イ
ブ
２
０
０
８

　
　
　
　
　
　
　
岡
林
信
康
コ
ン
サ
ー
ト

11

婦人会が交通安全を 
呼びかけました 

福賀小学校の新入生 園庭の桜の前で親子記念撮影 
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阿
武
町
立
小
・
中
学
校
教
職
員

着
任
式
が
４
月
２
日
、
町
民
セ
ン

タ
ー
の
多
目
的
ホ
ー
ル
で
行
わ
れ

ま
し
た
。 

　
新
し
い
先
生
方
１７
人
の
横
顔
を

紹
介
し
ま
す
。
　
　
（
敬
称
略
） 

※
町
内
学
校
間
の
異
動
及
び
臨
時

・
講
師
の
先
生
を
含
む 

①
出
身
地
（
市
町
） 

②
趣
味
・
特
技
な
ど 

③
学
校
の
印
象
、
今
後
の
抱
負
、

　
自
己
紹
介
な
ど 

末
成
ま
ど
か 

　
福
賀
小
教
諭 

①
萩
市 

②
手
芸 

③
お
隣
り
の
吉
部
に
住
ん
で
い
る
の

で
福
賀
に
は
何
度
か
足
を
運
ん
で
い

ま
す
。
こ
れ
か
ら
出
会
う
子
ど
も
た

ち
や
地
域
の
方
々
と
ど
ん
な
体
験
が

で
き
る
か
、
と
て
も
楽
し
み
で
す
。

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。 

す
え
な
り 

田
原
　
俊
子 

　
奈
古
小
教
頭 

①
阿
武
町
奈
古 

②
日
帰
り
温
泉
巡

り
　
③
教
職
に
就
く
夢
を
抱
か
せ
て

く
れ
た
母
校
で
勤
務
で
き
る
こ
と
を

大
変
あ
り
が
た
く
思
っ
て
い
ま
す
。
後

輩
た
ち
の
夢
の
実
現
に
向
け
て
努
力

し
た
い
と
思
い
ま
す
。
ど
う
ぞ
よ
ろ

し
く
お
願
い
し
ま
す
。 た

　
は
ら
　
　
と
し
　
こ 

長
松
　
和
佳 

　
奈
古
小
教
諭 

①
萩
市 

②
体
を
動
か
す
こ

と
　
③
豊
か
な
自
然
、
元
気
で
明
る

い
奈
古
小
学
校
の
子
ど
も
た
ち
に
負

け
な
い
よ
う
に
頑
張
っ
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お

願
い
し
ま
す
。 

 

な
が
ま
つ
　
　
　
わ
　
か 

鈴
川
み
ち
る 

奈
古
小
養
護
教
諭 

①
萩
市
須
佐
　
②

ド
ラ
イ
ブ
、
ス
ノ

ー
ボ
ー
ド
　
③
と
な
り
町
、
須
佐
か

ら
参
り
ま
し
た
。
人
が
大
好
き
な
私

に
と
っ
て
阿
武
町
の
皆
さ
ん
の
明
る

い
あ
い
さ
つ
が
な
に
よ
り
嬉
し
か
っ

た
で
す
。い
つ
も
笑
顔
を
モ
ッ
ト
ー
に
、

毎
日
を
大
切
に
過
ご
し
た
い
で
す
。 

す
ず
か
わ 

白
石
　
隆
子 

　
奈
古
小
教
諭 

 ①
福
井
県
福
井
市 

②
お
っ
か
け
、
簡

単
ソ
ー
イ
ン
グ
　
③
宇
田
に
続
き
、

ま
た
阿
武
町
で
お
世
話
に
な
り
ま
す
。

自
然
の
豊
か
さ
や
人
の
温
か
さ
に
ふ

れ
る
中
で
子
ど
も
と
一
緒
に
心
お
ど

ら
せ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
気

持
と
頭
脳
は
い
つ
で
も
２０
代
。 

し
ら
い
し
　
　

た
か
　
こ 

山
根
み
ゆ
き 

　
福
賀
中
教
諭 

①
宇
部
市
　
②
料

理
、音
楽
鑑
賞
　

③
生
ま
れ
て
初
め
て
阿
武
町
に
来
ま

し
た
。
小
・
中
の
連
携
が
し
っ
か
り
し

た
福
賀
中
で
こ
れ
か
ら
過
ご
し
て
い

く
こ
と
に
ワ
ク
ワ
ク
し
て
い
ま
す
。
小

中
学
生
、保
護
者
、地
域
の
皆
さ
ん
と

早
く
親
し
く
な
り
た
い
と
思
い
ま
す
。 

や
ま
　
ね 

岸
田
　
安
邦 

　
福
賀
中
教
諭 

①
長
門
市 

②
パ
ソ
コ
ン
、
ド

ラ
イ
ブ
　
③
美
し
い
自
然
に
囲
ま
れ

た
校
舎
と
、
元
気
の
よ
い
生
徒
の
あ

い
さ
つ
が
、
ま
ず
は
印
象
に
残
り
ま

し
た
。
少
人
数
の
良
さ
を
生
か
し
て

生
き
生
き
と
し
た
学
校
を
め
ざ
し
て

が
ん
ば
り
た
い
と
思
い
ま
す
。 

き
し
　
だ
　
　
　
や
す
く
に 

中
村
　
知
幸 

　
福
賀
中
教
頭 

①
宇
部
市
　
②
温

泉
め
ぐ
り
　
③
心

が
洗
わ
れ
る
…
私
が
福
賀
に
入
っ
た
と

き
の
第
一
印
象
で
す
。
穏
や
か
で
豊
か
な

土
地
に
立
て
た
喜
び
を
忘
れ
る
こ
と
な

く
、福
賀
中
こ
こ
に
あ
り
！
と
い
う
学
校

に
な
れ
る
よ
う
頑
張
り
ま
す
。
地
域
の
皆

さ
ん
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

な
か
む
ら
　
　
と
も
ゆ
き 

松
永
　
茂
樹 

　
福
賀
小
教
諭 

①
長
門
市
油
谷 

②
パ
ソ
コ
ン
い
じ

り
、バ
レ
ー
ボ
ー
ル
　
③
福
賀
小
で
の

新
し
い
生
活
に
ド
キ
ド
キ
し
な
が
ら

ワ
ク
ワ
ク
し
て
い
ま
す
。
子
ど
も
た
ち

と
共
に
学
び
、成
長
す
る
、そ
ん
な
教

師
を
目
指
し
て
頑
張
り
た
い
と
思
い

ま
す
の
で
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。 

ま
つ
な
が
　
　
し
げ
　
き 

黒
石
　
静
香 

　
阿
武
中
教
諭 

①
萩
市
川
上 

②
旅
行 

③
美
し
い
自
然
に
囲
ま
れ
た
阿
武
町

で
、
新
し
い
出
会
い
を
大
切
に
し
、

生
徒
一
人
一
人
と
じ
っ
く
り
関
わ
り

な
が
ら
頑
張
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま

す
。 

く
ろ
い
し
　
　
　
し
ず
か 

吉
田
　
　
茂 

　
阿
武
中
教
諭 

①
阿
武
町
奈
古 

②
球
技
、
さ
ま
よ

う
こ
と
　
③
い
つ
か
ふ
る
さ
と
で
仕

事
と
思
っ
て
お
り
、
そ
の
願
い
が
か

な
い
気
合
い
入
り
ま
く
り
状
態
で

す
。
空
回
り
し
な
い
よ
う
に
が
ん
ば

り
ま
す
の
で
、
ど
う
ぞ
ご
支
援
よ
ろ

し
く
お
願
い
し
ま
す
。 よ

し
　
だ
　
　
　
　
　
し
げ
る 

　
屋
　
英
人 

　
阿
武
中
校
長 

①
萩
市
土
原 

②
ス
キ
ー
、
ド
ラ

イ
ブ
　
③
あ
こ
が
れ
の
阿
武
町
に
戻

っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。
生
徒
と
共
に

楽
し
い
学
校
づ
く
り
を
！！
そ
し
て
、

地
域
の
皆
様
に
も
愛
さ
れ
る
阿
武
中

を
め
ざ
し
て
頑
張
り
ま
す
。
ど
う
ぞ

よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。 

た
か
　
や
　
　
　
ひ
で
　
と 

藤
山
　
拓
之 

　
福
賀
中
教
諭 

①
萩
市
川
島 

②
釣
り 

③
７
年
ぶ
り
の
阿
武
萩
地
区
で
の
勤

務
に
な
り
ま
す
。
先
輩
方
か
ら
「
福

賀
は
い
い
所
だ
よ
。
」
と
お
聞
き
し

ま
し
た
。
新
し
い
出
会
い
を
大
切
に

心
機
一
転
頑
張
り
ま
す
。
よ
ろ
し
く

お
願
い
し
ま
す
。 

ふ
じ
や
ま
　
　
ひ
ろ
ゆ
き 

勝
又
　
由
香 

　
福
賀
中
講
師 

①
山
口
市
　
②
合

唱
、
ピ
ア
ノ
演
奏 

③
こ
ぶ
し
の
花
が
咲
く
山
々
を
ぬ
け

や
っ
て
き
た
福
賀
で
は
、
明
る
く
す

な
お
な
生
徒
た
ち
に
む
か
え
ら
れ
、

こ
れ
か
ら
の
授
業
が
楽
し
み
で
ワ
ク

ワ
ク
し
て
い
ま
す
。
ど
う
ぞ
よ
ろ
し

く
お
願
い
し
ま
す
。 

か
つ
ま
た
　
　
　
ゆ
　
か 

檜
原
　
佳
子 

　
福
賀
中
講
師 

 ①
愛
知
県 

②
ピ
ア
ノ 

③
週
２
回
福
賀
中
学
校
で
お
世
話
に

な
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
生
徒
が

心
を
一
つ
に
し
て
、
福
賀
中
学
校
ら

し
さ
を
表
現
で
き
る
音
楽
を
目
指
し

た
い
と
思
い
ま
す
。
ど
う
ぞ
よ
ろ
し

く
お
願
い
し
ま
す
。 

ひ
　
ば
ら
　
　
　
よ
し
　
こ 

小
川
　
繭
子 

　
阿
武
中
教
諭 

①
萩
市
椿
東 

②
旅
行
（
ド
ラ
イ

ブ
・
散
歩
も
含
） 

③
木
の
香
り
が
漂
う
校
舎
が
と
て
も

気
に
入
っ
て
い
ま
す
。
子
ど
も
た
ち

と
一
緒
に
、
笑
顔
で
楽
し
い
学
校
生

活
に
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。 

こ
　
が
わ
　
　
ま
ゆ
　
こ 

福
島
由
紀
子 

阿
武
中
養
護
教
諭 

①
福
栄 

②
子
ど
も
と
お
菓

子
づ
く
り
　
③
美
し
く
明
る
い
阿
武

中
学
校
の
校
舎
で
、
明
る
く
素
直
な

子
ど
も
た
ち
と
過
ご
せ
る
こ
と
を
と

て
も
う
れ
し
く
思
っ
て
い
ま
す
。
新

た
な
気
持
で
頑
張
り
た
い
と
思
い
ま

す
の
で
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。 

ふ
く
し
ま
　
ゆ
　
き
　
こ 

さわやかな春の香りが広がる新学期

       

新しい先生
17人に
聞きました
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　平成２０年度の人事異動で、奈古高校に新しく８人
（写真）の教職員が着任しました。 

     

（
敬
称
略
） 

（
　
）
は
新
勤
務
校
等 

【
奈
古
小
学
校
】
 

▼
教
頭
　
城
一
伸
子（
紫
福
小
） 

▼
教
諭
　
能
美
美
智
子
 

　
　
　
　
　
　
　
　（
萩
明
倫
小
） 

▼
養
教
　
山
崎
純
子（
紫
福
小
） 

【
福
賀
小
学
校
】
 

▼
教
諭
　
岡
崎
健
太
郎
 

　
　
　
　
　
　
　
　（
大
内
南
小
） 

▼
教
諭
　
二
宮
史
香（
萩
明
倫
小
） 

【
宇
田
小
学
校
】
 

▼
教
頭
　
新
江
田
智
司（
大
畑
小
） 

▼
教
諭
　
白
石
隆
子（
奈
古
小
） 

▼
事
主
　
宮
川
尚
子（
越
ヶ
浜
中
） 

【
福
賀
中
学
校
】
 

▼
校
長
　
梅
田
博
文（
光
井
中
） 

▼
教
頭
　
上
田
良
夫（
小
野
中
） 

▼
教
諭
　
長
嶺
邦
裕（
退
　
職
） 

▼
教
諭
　
金
澤
篤
志（
徳
地
中
） 

【
阿
武
中
学
校
】
 

▼
校
長
　
小
野
喜
男（
退
　
職
） 

▼
教
諭
　
幸
田
洋
一（
大
井
中
） 

▼
教
諭
　
火
除
　
崇（
三
隅
中
） 

▼
養
教
　
鈴
木
美
智
恵（
三
見
中
） 

町
内
小
・
中
学
校

教
職
員
の
転
出

　
　
　
　
　
な
ど

奈古高校の新任の先生紹介
（敬称略）　（　）は旧勤務校等 

寺田友和 
主任校務技師 
（萩商業高校） 

　
こ
の
度
の
人
事
異
動
で
、
お
隣
の
萩

市
立
大
井
小
学
校
か
ら
阿
武
町
教
育
委

員
会
に
着
任
い
た
し
ま
し
た
。「
美
し

い
自
然
」
と
「
あ
た
た
か
い
人
の
心
」

そ
し
て
「
す
ば
ら
し
い
文
化
の
町
」
阿

武
町
で
勤
務
で
き
る
こ
と
に
な
り
、
と

て
も
光
栄
に
感
じ
て
い
ま
す
。 

　
私
の
出
身
は
下
関
で
、
萩
に
住
ん
で

２０
年
に
な
り
ま
す
。
下
関
に
も
萩
に
も

少
な
い
「
後
根
」
と
い
う
姓
が
阿
武
町

に
は
何
軒
も
あ
り
、
な
つ
か
し
い
ふ
る

さ
と
に
帰
っ
た
よ
う
な
気
持
ち
も
し
て

い
ま
す
。 

　
着
任
後
の
挨
拶
回
り
で
阿
武
町
内
を

回
り
ま
し
た
。
そ
の
時
に
見
た
阿
武
町

の
美
し
い
自
然
に
は
と
て
も
感
動
し
ま

し
た
。
着
任
し
て
数
日
し
か
た
っ
て
い

な
い
の
で
す
が
、
も
う
す
で
に
多
く
の

方
か
ら
の
あ
た
た
か
い
人
情
と
優
し
さ

に
触
れ
る
こ
と
が
で
き
て
、
阿
武
町
が

も
っ
と
も
っ
と
好
き
に
な
り
ま
し
た
。 

　
み
ど
り
保
育
園
を
訪
問
し
た
時
に
は
、

園
児
た
ち
が
元
気
よ
く
あ
い
さ
つ
を
し

て
く
れ
ま
し
た
。
園
児
た
ち
の
明
る
い

声
に
、
私
も
大
き
な
声
で
「
お
は
よ
う

ご
ざ
い
ま
す
！
」
と
あ
い
さ
つ
を
し
ま

し
た
。
園
児
た
ち
の
目
は
キ
ラ
キ
ラ
と

輝
い
て
い
ま
し
た
。
子
ど
も
た
ち
の
笑

顔
を
見
て
い
る
と
、
や
る
気
が
出
て
き

ま
す
。
私
の
心
は
「
阿
武
町
と
阿
武
町

の
子
ど
も
た
ち
の
た
め
に
、
一
生
懸
命

が
ん
ば
る
ぞ
！
」
と
い
う
気
持
ち
で
い

っ
ぱ
い
で
す
。
ど
う
ぞ
、
ご
指
導
ご
協

力
を
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
、
よ
ろ
し
く

お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

 

　
阿
武
町
の
春
は
本
当
に
コ
バ
ル
ト
色

で
す
。
重
々
し
い
モ
ノ
ト
ー
ン
の
激
し

い
日
本
海
が
、
優
し
い
春
風
と
と
も
に
、

日
増
し
に
穏
や
か
な
コ
バ
ル
ト
色
を
強

め
て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
、
間
も
な
く

山
間
部
も
み
ご
と
な
新
緑
で
コ
バ
ル
ト

色
に
染
ま
る
こ
と
で
し
ょ
う
。
ま
る
で
、

別
れ
の
寂
し
さ
と
出
会
い
の
喜
び
を
演

出
し
て
い
る
か
の
よ
う
で
す
。 

　
さ
て
、
こ
の
た
び
の
人
事
異
動
で
下

関
市
立
名
池
小
学
校
勤
務
を
命
ぜ
ら
れ
、

過
日
着
任
し
ま
し
た
。
教
育
委
員
会
で

は
、
２
年
間
と
い
う
短
い
期
間
で
し
た

が
、
学
校
教
育
関
係
を
中
心
に
幅
広
い

職
務
に
つ
い
て
多
く
学
ぶ
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
文
部
科
学
省
指
定
「
豊
か
な

体
験
活
動
推
進
事
業
」
と
「
萩
地
区
へ

き
地
・
複
式
教
育
研
究
大
会
」
は
、
特

に
印
象
に
残
っ
て
い
ま
す
。
一
生
懸
命

に
指
導
し
て
お
ら
れ
る
先
生
方
、
素
直

で
明
る
い
子
ど
も
た
ち
、
温
か
い
声
を

か
け
て
く
だ
さ
る
地
域
の
皆
様
方
に
、

仕
事
を
後
押
し
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

　
新
任
地
に
お
き
ま
し
て
は
、
身
に
余

る
重
責
で
す
が
、
教
育
委
員
会
で
の
経

験
を
も
と
に
精
一
杯
努
力
い
た
し
ま
す
。

コ
バ
ル
ト
色
に
染
め
ら
れ
た
美
し
い
阿

武
町
を
忘
れ
ま
せ
ん
。
お
世
話
に
な
り

ま
し
た
。 

お世話になりました どうぞよろしく 
　　　お願いします 

前 派遣阿武町教育委員会 
事務局主幹（充て指導主事） 
  　　　　　　河上　克己 

新 派遣阿武町教育委員会 
学校教育係長（充て指導主事） 
　　　　　　　　後根　　茂 

藤井賢作 
事務主事 

（宇部工業高校） 

阿部佑一郎 
教　諭 

（新規採用） 

中川育子 
教　諭 

（新規採用） 
 

伊藤義明 
教　諭 

（山口農業高校） 

　田雅裕 
教　諭 
 

長岡繁雄 
事務長 

（萩商業高校） 

山田信行 
校　長 

（響高校） 
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　　福賀中学校では校長が異動され、その後補充がなく小学校長が中学校長を 
兼務するようですが？（匿名希望） 
 
 
　公立小中学校の教職員配置基準は、「公立義務教育諸学校の学級編制及び教職員定数の標準に関する法
律」いわゆる「標準法」に基づき、各都道府県が定めることとなっており、山口県の基準では、校長は
実情に応じて兼任することができると定められています。福賀中学校の場合、少子化などの理由で生徒
数が減少したことから、隣接する福賀小学校の校長が今年度から中学校の校長と兼務することとなりま
した。 
◆問い合わせ先　教育委員会　☎2－0501 

※これからも、疑問や質問などがありましたら、役場などの各担当がお答えしますので、お手紙やFAX、
　メールなどでお寄せください。 

まちの疑問・質問に担当者がお答えする 
なんでも広報相談室コーナー 

Ｑ Ｑ 

Ａ Ａ 

福賀小学校・中学校で校長が１人、補充は？

少子化などの理由により校長が小中学校兼務となります。

まちの
ハテナ
？

阿武町の逸品 
シリーズ  Ｎo.3

包丁に魂を込める、こだわりの職人技
まちの鍛冶屋　礒部製作所

 　
第
３
弾
は
ま
ち
の
鍛
冶
屋
さ
ん
、「
礒
部
製
作
所
」
の
礒
部
充
人
さ
ん（
７６

歳
）
を
紹
介
し
ま
す
。
充
人
さ
ん
は
３
代
目
で
、
１７
歳
の
時
か
ら
父
や
兄
の

も
と
で
修
行
し
ま
し
た
。「
礒
部
の
包
丁
は
切
れ
味
が
違
う
」と
、
地
元
は

も
ち
ろ
ん
、
北
は
青
森
か
ら
東
は
東
京
、
西
は
福
岡
、四
国
ま
で
全
国
の
多

く
の
フ
ァ
ン
に
愛
用
さ
れ
て
い
ま
す
。
最
初
は
鍬
な
ど
の
農
具
や
漁
具
を
作

っ
て
い
ま
し
た
が
、
２０
年
く
ら
い
前
か
ら
は
包
丁
を
中
心
に
作
っ
て
い
ま

す
。
平
鍬
が
店
の
中
に
何
気
な
く
お
い
て
あ
り
ま
し
た
。
中
国
地
方
の
加
治

屋
さ
ん
の
コ
ン
テ
ス
ト
で
優
秀
賞
を
受
賞
さ
れ
た
そ
う
で
す
。
 

　
特
に
こ
だ
わ
っ
て
い
る
の
は
炭
と
温
度
。
松
の
木
の
炭
は
、
包
み
込
む
よ

う
な
と
て
も
柔
ら
か
い
炎
で
す
。
そ
れ
で
も
槌
で
叩
く
鍛
造
の
時
の
温
度
は

１
１
０
０
℃
、
焼
入
れ
の
時
で
８
０
０
℃
、
焼
き
戻
し
で
１
８
０
〜
２
０
０

℃
と
、
温
度
は
と
て
も
大
切
で
す
。
 

　
も
う
ひ
と
つ
の
こ
だ
わ
り
は
鋼
で
、
島
根
の
安
来
産
の
砂
鉄（
川
で
は
な

く
山
か
ら
取
っ
た
も
の
）
は
分
子
が
細
か
く
、
硬
さ
と
粘
り
が
違
い
ま
す
。

そ
の
中
で
も
最
高
級
の
安
来
青
２
号
を
使
用
し
て
い
ま
す
。「
使
っ
て
も
ら

う
人
に
満
足
し
て
も
ら
う
こ
と
が
、
自
分
の
よ
ろ
こ
び
で
あ
り
何
と
も
言
え

な
い
気
分
に
な
る
。
包
丁
に
魂
を
入
れ
、
命
を
吹
き
込
む
こ
と
、物
を
生
か

す
こ
と
は
誰
に
も
負
け
な
い
自
負
が
あ
る
」と
礒
部
さ
ん
。
鉄
製
の
包
丁
だ

か
ら
刃
も
こ
ぼ
れ
る
し
、
錆
も
来
る
。
時
々
は
砥
石
で
研
い
で
ほ
し
い
と
包

丁
へ
の
愛
情
も
忘
れ
ま
せ
ん
。
 

　
礒
部
さ
ん
の
包
丁
は
、
お
店
の
ほ
か
「
道
の
駅
阿
武
町
」
直
売
所
（
☎
０

８
３
８
８
―
２
―
２
８
２
８
）
で
も
買
え
ま
す
。
宅
配
も
し
て
い
ま
す
。
 

 

た
ん　

ぞ
う
 

礒部製作所 
〒759-3622 
山口県阿武郡阿武町奈古東方 
☎08388－2－2058 
（夜間は萩市大井☎0838－28－0501） 
午前8時～午後4時まで日曜は休業 

く
わ
 

は
が
ね
 

阿武町役場● 

〒 

191号線 

奈古駅 

礒部製作所 

奥さんの雪江さんと充人さん 

切れ味抜群の包丁切れ味抜群の包丁 切れ味抜群の包丁 
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３
月
１４
日  

萩
市 

　
９
チ
ー
ム
３６
人
参
加（
敬
称
略
） 

【
男
性
の
部
】 

★
優
　
勝
　
高
村
泰
司（
金
　
社
） 

★
準
優
勝
　
常
永
康
富（
新
　
生
） 

★
第
３
位
　
小
野
智
彦（
上
　
郷
） 

【
女
性
の
部
】 

★
優
　
勝
　
中
野
　
忍（
上
東
郷
） 

★
準
優
勝
　
長
嶋
悦
子（
森
見
藤
） 

★
第
３
位
　
清
水
豊
子（
新
　
田
） 

【
団
体
の
部
】 

★
優
　
勝
　
牛
カ
ル
ビ
７
５
０
円 

★
準
優
勝
　
Ｎ
Ｔ
Ｏ
２ 

★
月
例
賞
　
柏
木 

★
Ｂ
Ｂ
賞
　
福
賀
き
ら
ら 
  

    

３
月
２１
日 

福
賀
小
中
グ
ラ
ウ
ン
ド 

　
　
　
　
　
３６
人
参
加（
敬
称
略
） 

【
男
性
の
部
】 

★
優
　
勝
　
末
舛
孫
一（
森
見
藤
） 

★
準
優
勝
　
清
水
豊
子（
新
　
田
） 

★
第
３
位
　
市
原
　
正（
下
東
郷
） 

            
３
月
１３
日
　
宇
田
小
グ
ラ
ウ
ン
ド

　
　
　
　
　
３６
人
参
加（
敬
称
略
）

【
フ
リ
ー
の
部
】 

★
優
　
勝
　
金
崎
　
洋（
尾
　
無
） 

★
準
優
勝
　
伊
藤
敬
久（
つ
づ
ら
） 

★
第
３
位
　
堀
　
和
也（
井
部
田
） 

【
レ
デ
ィ
ー
の
部
】 

★
優
　
勝
　
近
藤
利
津
子 

　
　
　
　
　
　
　
　
　（
井
部
田
） 

★
準
優
勝
　
中
村
寿
子（
　
畑
　
） 

★
第
３
位
　
伊
藤
佐
登
子 

　
　
　
　
　
　
　
　
　（
つ
づ
ら
） 

【
ゴ
ー
ル
ド
の
部
】 

★
優
　
勝
　
岩
本
　
清（
　
郷
　
）

★
準
優
勝
　
白
石
修
照（
井
部
田
） 

★
第
３
位
　
伊
藤
繁
汎（
つ
づ
ら
） 

【
特
・
実
力
の
部
】 

★
優
　
勝
　
中
野
克
美（
伊
　
豆
） 

★
準
優
勝
　
伊
藤
憲
男（
つ
づ
ら
） 

★
第
３
位
　
梅
田
好
子（
今
　
浦
） 

               

３
月
６
日
　
宇
田
小
グ
ラ
ウ
ン
ド

　
　
　
　
　
３３
人
参
加（
敬
称
略
） 

【
フ
リ
ー
の
部
】 

★
優
　
勝
　
金
崎
貴
春（
尾
　
無
） 

★
準
優
勝
　
中
野
克
美（
公
民
館
） 

★
第
３
位
　
金
崎
　
洋（
尾
　
無
） 

【
レ
デ
ィ
ー
の
部
】 

★
優
　
勝
　
光
永
伸
子（
　
郷
　
） 

★
準
優
勝
　
近
藤
利
津
子 

　
　
　
　
　
　
　
　
　（
井
部
田
） 

★
第
３
位
　
清
水
紀
美
子（
今
浦
） 

【
ゴ
ー
ル
ド
の
部
】 

★
優
　
勝
　
茂
刈
克
己（
惣
郷
上
）

★
準
優
勝
　
白
石
修
照（
井
部
田
） 

★
第
３
位
　
西
村
弘
義（
　
郷
　
） 

【
特
別
賞
】 

★
年
間
最
優
秀
　
中
村
晶
男（
郷
） 

              

３
月
１４
日
　
宇
田
小
体
育
館 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
４４
人
参
加 

★
優
　
勝
　
ミ
ニ
ク
ラ
ブ
Ａ 

★
準
優
勝
　
ミ
ニ
ク
ラ
ブ
Ｂ 

★
第
３
位
　
マ
ー
メ
イ
ド 

個
人
の
部
は
高
村
さ
ん
 

　
　
中
野
さ
ん
が
優
勝
 

福
賀
地
区
月
例
 

　
　
ボ
ウ
リ
ン
グ
大
会
 

特
・
実
力
の
部
で
は
 

　
　
中
野
さ
ん
が
優
勝
 

宇
田
郷
地
区
「
春
〜
よ
 

こ
い
・
早
〜
や
く
こ
い
」
 

グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会
 

年
間
最
優
秀
に
 

　
中
村
晶
男
さ
ん
（
郷
）
 

宇
田
郷
地
区
四
季
グ
ラ
ウ
ン
ド
 

ゴ
ル
フ
大
会（
冬
の
部
） 

ミ
ニ
ク
ラ
ブ
Ａ
が
優
勝 

第
１７
回
宇
田
郷
地
区
 

ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
 

末
舛
さ
ん
が
ダ
ン
ト
ツ
の
優
勝
 

福
賀
地
区
月
例
 

グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会
 

４
月
 

生
ま
れ
 

桑
嶋
　
大
翔
ち
ゃ
ん
（
岡
田
橋
） 

平
成
19
年
４
月
１３
日
生
ま
れ 

（
パ
パ
）
克
幸
さ
ん
・
（
マ
マ
）
裕
美
さ
ん 

         

　
は
じ
め
ま
し
て
 

　
な
ん
に
で
も
興
味
津
々
で
、
イ

タ
ズ
ラ
大
好
き
な
大
翔（
は
る
と
）

で
す
 

　
い
つ
も
た
く
さ
ん
の
人
に
囲
ま

れ
て
“
は
る
く
ん
♪
”
と
声
を
か

け
て
も
ら
え
て
嬉
し
い
で
す
。
 

　
こ
れ
か
ら
も
元
気
で
笑
顔
の
絶

え
な
い
子
に
育
っ
て
ね
 

は
る

と はると 

優
勝
し
た
皆
さ
ん
 入賞した皆さん 

表
彰
席

入賞した皆さん 

入賞した皆さん 

団体優勝の 
牛カルビ７５０円 

個人の部優勝の 
高村泰司さん（右） 

と中野忍さん 
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★ お問い合わせ先 ★
役場保健師　☎2－3113

言葉の交流会言葉の交流会
（ふきのとう）

“ふきのとう”は春になったら、真っ
先に出てくる･･･そんな強さを持って
生きていきたい！という思いからつけ
られた会の名前です。

★今年はこんな行事を予定しています～★ 
●お花見や芋植・堀り、新年会などの季節行事　　●心が躍る音楽療法
●萩焼づくり、絵手紙、習字の作品づくり　　　　●言語聴覚士による専門的指導
●年に１回の楽しい旅行 

同じ病気で悩んでいる人に伝えたい！阿武町のみなさんに知って
もらいたい！そして、仲間を増やしたい！そんな思いで、このホ
ームページをみんなで作りました。新しい仲間募集しています!!

『言葉の交流会』は、“心の交流会”です！
　脳卒中などの病気によって言葉が思うように話しにくい方、手足に麻痺があり今までの
ように体を動かすことが難しくなった方々、そしてボランティアさんが参加しています。

優しく
穏やかに
夢を持って 健やかに一歩ずつ

　　無理をせず

和やかに
笑いあって 輝いて
豊かに 愛があふれる会を

　　めざしてます！

言葉の交流会が
待ち遠しい！

一人ではできないことも、
力を合わせるとできた！

みんなで気兼ねなく話
ができるのがええ！

３地区の人が集ま
るからええね！

萩焼づくり 音楽療法 今年の一文字書き
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元気島通信 ４×ピース 元気島通信 ４×ピース 元気島通信 ４×ピース 
（４つのかけら）　　※今月は2ピースです。

フォー 

 
 
　体調をくずしたり、身近な人の病気に遭遇した
時には、健康のありがたさをしみじみと感じます
が、普段は当たり前に思ってしまう「健康」。健
康でいられる今だからこそ、年に１回の“健診”
を受けて、自分の健康状態を確認しませんか？ 
　日頃の生活を振り返って、ぜひ、あなたがこれ
からもっと健康に元気に過ごせるヒントを見つけ
ましょう！！ 
 
 
 
　今話題の『メタボリックシンドローム』。おな
かのまわりにたまる「内臓脂肪」を減らせば、高
血圧や高脂血症、糖尿病、さらには、その後の生
活にも支障をきたす大きな病気（心臓病や脳卒中

など）の進行を食い止められることがわかってき
ました。 
　この健診は、国民健康保険や健康保険組合など
の各医療保険者が責任をもって行うことになるた
め、阿武町では、国民健康保険に加入されてい
る40～74歳の方が対象になります。 
 
 
 
　今まで同様、5月に各地区で行う集団検診もあ
りますが、自分が都合のよいときに医療機関で受
ける『個別検診』が始まります。（要予約） 
　期間は5月19日～7月31日までの3か月間、ド
ーンと健診を受けるチャンスが広がりました。 
 

原田保健師 

５～７月は 

『今が大事！健康てんけん』月間です！ 

　母子健康センター内にある『しゃくなげ工房』では、作業生が座椅子や箸おき・手提げ袋など、オリ
ジナル製品を手作りで製造しています。 
　特に座椅子は、以前から作っている製品で、座椅子に座ると足に負担なく正座することができ、使い
方を変えればテレビ枕にもなるすぐれものです。 
　道の駅のあぶ産直市のほか、母子健康センター（要電話連絡）でも販売を行っています。 
　あなたのお気に入りの座椅子など、お気軽に探しにいらっしゃいませんか?!

 
ご家庭に不用品はありませんか？ 
・スポンジ：布団の下に敷く、スポンジマットの様なもの 
・布団（綿）：綿100％。打ちかえて使いますが、打ち直してある
　　　　　　ものでもＯＫです！なお、アクリルは使えません。 
材料がご家庭にある方は、ぜひご連絡ください。 
 
◆連絡先：母子健康センター内『しゃくなげ工房』☎2－2136 
◆連絡時間等：月・水・金曜日の9：00～16：00まで 

『しゃくなげ工房』だより 
木原保健師 

※詳しくは、先日、保健推進員さんが配付 
　された検診関係のチラシをご覧ください。 

～道の駅でオリジナル製品販売中!!～ 

自分の『カラダ点検』をして、 
日頃の生活を振り返るチャンス！ 

平成20年度から、『健診』が変わります。 
①「特定健診」が始まります！ 
 

オリジナル製品の材料を募集しています!!

②検診は、『集団』と『個別』の 
　2種類あり！ 
 

座椅子は大きさ、高さ、 

柄もいろいろ!!
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　阿武町では、平成２０年度阿武町職員採用試験を次のとおり実施する予定です。 
　試験日程、試験区分などは変更する場合があります。また、受験資格は、職種によっ
て年齢が異なるものがありますので、受験申込みの際には、必ず各試験の「受験案内」
で確認してください。 
　各試験の募集職種・人数、試験内容、受験手続などの詳細についても、各試験の「受
験案内」をご覧ください。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（注１）各試験の募集職種・人数、受験資格、試験内容・会場などを発表します。 
（注２）昭和６２年４月２日以降に生まれた者であっても、４年制以上の大学を卒業又は卒業見込みの
　　　　もの（飛び入学者等）については、上級試験は受験できますが、初級試験は受験できません。 
 ●問い合わせ先　役場総務課（☎２－３１１１）　 

阿武町が好きな元気な人を待っています!! 
平成２０年度阿武町職員の採用試験概要 

　毎年、県内で行なわれている山口県総合防災訓練を今年は８月３１
日（日）に阿武町奈古地区で開催の予定です。 
　それに伴い町と県では、「住民の皆さんに防災訓練を身近に感じて
もらいたい」という趣旨から、訓練のサブタイトルを募集します。 
　応募頂いた作品は厳正に審査し、採用作品は広報紙、ホームページ
などで発表するとともに、各種の訓練広報に活用させて頂きます。 
　皆さんからの多数の応募をお待ちしています。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
【参考】過去のサブタイトル 
　「2005年総合防災訓練 in 周防大島」　～ 守ろう！ 動こう！ 助け合おう！ ～ 
　「2006年総合防災訓練 in 宇部」　　　～ 高めよう ふるさと やまぐち 防災意識 ～ 
　「2007年総合防災訓練 in 光」　　　　～ 備えて安心 防災意識と 地域の輪 ～ 
 

■内　容 
　防災訓練をイメージ出来るもので、概ね20字 
　程度で、短く表現したもの。 
■応募方法                             
　①郵送、メール、FAX、持参いずれでも可 
　②サブタイトル、郵便番号、住所、氏名、を記
　　載（児童生徒は学校名及び学年も必要） 
■応募締切 
　平成２０年４月３０日（水）必着 

■応募・問い合わせ先（下記のどちらでもOK） 
　①役場総務課行政係 
　　〒７５９-３６２２　阿武町大字奈古２６３６ 
　　TEL ０８３８８-２-３１１０　FAX ０８３８８-２-２０９０ 
　　Eメール soumu@town.abu.yamaguchi.jp 
　②山口県庁総務部防災危機管理課防災班 
　　〒７５３-８５０１　山口市滝町１－１ 
　　TEL ０８３-９３３-２３６７　FAX ０８３-９３３-２４０８ 
　　Eメール a１０９００@pref.yamaguchi.lg.jp

『2008年 山口県総合防災訓練 in 阿武』開催 
防災訓練のサブタイトルを募集します！ 
 

平成２０年度阿武町職員採用試験実施計画 

試験区分 受験資格 
（生年月日） 

公告日 
（注１） 

第１次 
試　験 

第２次 
試　験 

最終 
合格発表 受付期間 

上級（大学 
卒業程度） 
試験 

昭和５４年４月 
２日～昭和６２ 
年４月１日（注２） 

７月１日 
（火） 

９月２１日 
（日） 

１０月 
下旬 

１１月 
下旬 

７月１日（火） 
～ 

８月２２日（金） 
７月１日（火） 

初級（高校 
卒業程度） 
試験 

昭和６２年４月 
２日～平成３ 
年４月１日（注２） 

同上 同上 同上 同上 同上 同上 

受験案内・申込 
書の配付開始 

7月から受付 
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町
議
会
の
推
薦
を
受
け
た
長
嶺
世
史
さ

ん（
下
笹
尾
）が
、
４
月
１
日
付
け
で
人
権

擁
護
委
員
に
再
任
さ
れ
（
任
期
平
成
23
年

３
月
31
日
ま
で
）、
法
務
大
臣
か
ら
委
嘱

さ
れ
ま
し
た
。
な
お
、
阿
武
町
の
人
権
擁

護
委
員
は
、
長
嶺
さ
ん
を
含
め
次
の
３
人

の
方
で
す
。 

○
西
村
信
教
さ
ん
（
市
） 

　
　
☎
２
―
２
１
５
６ 

○
長
嶺
世
史
さ
ん
（
下
笹
尾
） 

　
　
☎
５
―
０
４
５
８ 

○
堀
　
金
治
さ
ん
（
元
浦
） 

　
　
☎
４
―
０
７
５
１ 

◆
人
権
擁
護
員
の
活
動 

  

人
権
擁
護
委
員
は
、
す
べ
て
の
人
権
問

題
に
つ
い
て
、
必
要
な
助
言
や
関
係
官
公

署
を
紹
介
す
る
な
ど
、
正
し
い
権
利
を
持

っ
て
い
る
人
が
泣
き
寝
入
り
し
な
く
て
い

い
よ
う
解
決
の
手
助
け
を
し
ま
す
。 

◎
結
婚
、
夫
婦
、
親
子
、
離
婚
、
相
続
、

扶
養
な
ど
の
家
庭
内
の
も
め
ご
と 

◎
結
婚
、
就
職
な
ど
に
関
す
る
不
当
な
差

別 

◎
い
じ
め
、
体
罰
な
ど
子
ど
も
の
人
権
に

関
わ
る
相
談 

◎
近
隣
間
の
生
活
騒
音
、
悪
臭
、
振
動
な

ど
に
よ
る
生
活
上
の
障
害 

◎
借
地
、
金
銭
貸
借
を
め
ぐ
る
不
当
な
要

求 
◎
民
事
・
家
庭
問
題
で
裁
判
を
受
け
た
く

て
も
、
費
用
が
な
く
て
困
っ
て
い
る
と

き
の
法
律
扶
助
の
手
続
き
な
ど 

　
相
談
は
無
料
で
秘
密
は
固
く
守
ら
れ
ま

す
。
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。 

   

　
町
内
に
お
住
ま
い
の
方
で
、重
度
の

障
害
の
た
め
に
常
時
介
護
を
必
要
と

さ
れ
る
方
に
手
当
が
支
給
さ
れ
ま
す

。 ◆
特
別
障
害
者
手
当 

○
対
象
と
な
る
方
　
２０
歳
以
上
で
、

身
体
又
は
精
神
の
障
害
の
状
況
が
著

し
く
重
度
で
重
複
し
て
お
り
、
特
別

の
介
護
を
常
時
必
要
と
す
る
在
宅
の

方
。た
だ
し
、３
ヶ
月
以
上
継
続
し
て

入
院
し
て
い
る
方
や
施
設
に
入
所
さ

れ
て
い
る
方
は
対
象
と
な
り
ま
せ
ん
。 

○
支
給
額（
月
額
）２
万
６
４
４
０
円 

◆
障
害
児
福
祉
手
当 

○
対
象
と
な
る
方
　
２０
歳
未
満
で
重

度
の
障
害
が
あ
り
、
常
時
介
護
を

必
要
と
す
る
在
宅
の
方
（
障
害
の

程
度
が
身
体
障
害
者
手
帳
の
１
級
・

２
級
の
一
部
の
方
、
療
育
手
帳
Ａ
の

一
部
に
該
当
す
る
方
、精
神
の
障
害
、

内
部
障
害
な
ど
で
こ
れ
ら
の
障
害
程

度
と
同
程
度
の
障
害
を
有
す
る
方
） 

　
た
だ
し
、
施
設
に
入
所
さ
れ
て
い

る
方
や
障
害
を
事
由
と
す
る
年
金
を

受
給
さ
れ
て
い
る
方
は
対
象
と
な
り

ま
せ
ん
。 

○
支
給
額（
月
額
）１
万
４
３
８
０
円 

◆
問
い
合
わ
せ
先 

　
山
口
県
萩
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー
　

　
☎
０
８
３
８
―
２５
―
２
６
６
３ 

　
役
場
民
生
課 

　最近、全国各地で本人の知らない間に、婚姻届や養子縁組届等および転入
届・転出届等の届出がされるなど、虚偽の戸籍届出・住民異動届出の事件が
発生しています。 
　こうした虚偽の届出等を未然に防ぐため、戸籍法および住民基本台帳法の
一部を改正する法律が平成20年5月1日から施行されます。 
　この法律に基づき、本町でも5月1日から戸籍・戸籍の附票・住民票等の
交付申請のために、窓口に来られた方について、運転免許証など本人確認で
きる証明書を提示してもらうことになりましたので、ご理解とご協力をお願
いします。 
　また代理人などについては、本人からの委任状などの書面により代理権限
の確認も行います。（交付申請書に正当な理由を詳しく記入する必要があり
ます） 
 
○本人確認のための証明書 
　運転免許証・住民基本台帳カード・パスポート（旅券）など 
　顔写真の貼付された官公署発行の証明書 
 
○顔写真付きの証明書がない人 
　健康保険証・年金証書・預金通帳・その他証明書など 
　2つ以上提示してください。 
 
◎問い合わせ先　役場住民課　☎08388－2－0500

5月1日から住民票・戸籍などの交付申請の際、 
証明書による本人の確認をします。 

ご
存
じ
で
す
か
？

　
特
別
障
害
者
手
当
・

　
　
　
障
害
児
福
祉
手
当

あなたの人権を守る！「人権擁護委員」に福賀の長嶺世史さんが再任

JAPAN PASSPORT

日本国 

運転免許証運転免許証 運転免許証 

阿武郡
阿武町

2018年３月３１日まで有効
平成２年４月１日 性別 男
阿武　太郎
阿武郡阿武町大字2636
阿武町役場住民課
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種    類 交    　　  付      　　額 内            　　　　　　容 
Ｕターン 
奨 励 金 
 

転　　入 
奨 励 金 
 

就　　業 
支 度 金 
結婚祝金 
 
 

出産祝金 

世帯（２人以上） 200,000円 
単　　身　　者 50,000円 
世帯（２人以上） 100,000円 
単　　身　　者 50,000円 
世帯（２人以上） 300,000円 
単　　身　　者 100,000円 

 50,000円
 

 
 50,000円 
第　　１　　子 30,000円 
第　　２　　子 50,000円 
第　　３　　子 100,000円 
第　　４　　子 200,000円 
第 ５ 子 以 上 300,000円 

阿武町に定住の意志のある方がＵターンされた場合。ただし、 
山口県内からのＵターンは除きます。 

阿武町に定住の意志がある方が転入された場合。 
 阿武町に定住の意志のある45歳以下の方が第１次産業就業の 
ため転入された場合。 
阿武町に住所を有し、定住の意志のある方が新卒就業された 
場合。（町外勤務も可） 
阿武町に住所を有し、定住の意志のある方が結婚された場合。 

 
阿武町に住所を有し、定住の意志のある方が子供を出産され 
た場合。 

阿武町に定住したい「あなた」をバックアップ！阿武町に定住したい「あなた」をバックアップ！
　阿武町では、定住促進事業の一環として、下記のとおり各奨励金の交付制度を実施しています 
のでご利用ください。 

※なお、この制度は年の途中で変更することがあります。 
※詳しくは、役場総務課（☎２－３１１１）または住民課、各支所窓口にお問い合わせください。 

    

　
町
で
は
、
定
住
対
策
の
一
環
と

し
て
空
き
家
や
貸
し
住
宅
な
ど
の

情
報
を
収
集
し
て
い
ま
す
。 

  

こ
れ
は
、
町
が
基
本
計
画
で
掲

げ
る
「
元
気
！
阿
武
町
！
５
０
０

１
プ
ラ
ン
」
の
中
の
定
住
対
策
の

取
り
組
み
の
一
つ
と
し
て
行
う
も

の
で
、
阿
武
町
内
に
空
き
家
を
お

持
ち
の
方
と
、
阿
武
町
に
定
住
し

た
い
と
い
う
方
を
お
つ
な
ぎ
し
よ

う
と
い
う
も
の
で
す
。 

　
家
を
長
く
空
き
家
に
し
、
風
通

し
な
ど
の
管
理
が
出
来
な
く
な
る

と
、
ど
う
し
て
も
早
く
痛
ん
で
し

ま
う
た
め
、
財
産
的
価
値
が
下
が

っ
た
り
、
周
辺
地
域
の
環
境
悪
化

に
も
つ
な
が
り
か
ね
ま
せ
ん
。 

　
地
域
活
性
化
、
ま
た
、
財
産
保

護
の
た
め
、
空
き
家
と
な
っ
た
住

宅
を
有
効
利
用
さ
れ
て
み
て
は
い

か
が
で
し
ょ
う
か
！？ 

　
な
お
、「
家
が
古
い
か
ら
」、「
仏

壇
が
あ
る
か
ら
」
な
ど
と
い
っ
た

こ
と
や
、
家
賃
に
つ
い
て
は
、
町

で
相
談
を
受
け
ま
す
の
で
、
積
極

的
な
情
報
を
お
願
い
し
ま
す
。 

 

●
情
報
提
供
・
問
い
合
わ
せ
先 

　
役
場
総
務
課
☎
２
―
３
１
１
１ 

空
き
家
を
有
効
利
用

空
き
家
を
有
効
利
用

し
て
み
ま
せ
ん
か

し
て
み
ま
せ
ん
か
!?

空
き
家
情
報
募
集 

　阿武町では、乳幼児の交通安全対策の一つとし
て、チャイルドシート購入者に対して、その経費
の一部を補助する制度を実施しています。 
★補助対象者　阿武町に住所を有し、生活実態の
　ある６歳未満の乳幼児と同居する親族でチャイ
　ルドシートを購入した人。なお、交付対象は１
　乳幼児に対し１回限りです。 
★補助金の額　チャイルドシート購入金額の２分
　の１以内で、１万５０００円を上限とします。（※
　１００円未満の端数は切り捨て） 
★必要な書類　役場または、各支所に備え付けの
　「乳幼児シートベルト補助金交付申請書」に必要
　事項を記入し、領収書などを添付してください。 
　請求期限は購入の日から１年以内です。 
★問い合わせ先 
　役場総務課（☎2－3111） 
　または、各支所まで。 

鯉のぼりたてスタッフ募集 いつもそばにいます！ 
5月12日（月）は 

「民生委員・児童委員の日」 
　民生・児童委員、主任児童委員は、生活の上で
いろいろ困難な問題が生じたとき、気軽に相談で
きる身近な相談相手です。 
　「生活や暮らしに関すること」「高齢者・障害者
福祉に関すること」「児童・妊産婦に関すること」
のほか、生活困窮、児童虐待、リストラなど、何
かに悩んでいるときは、お近くの民生委員・児童
委員にお気軽にご相談ください。 
　相談の内容や秘密は堅く守られます。 

「広げよう 
　地域に根ざした 
　　　　　思いやり」 

チャイルドシート購入費の1/2を補助 

元気！阿武町！５００１　ともに築く定住のまちづくり

パパママ
ちゅけてね



21

   

　
今
月
か
ら
施
設
の
供
用
が
開
始
さ

れ
、
各
戸
へ
給
水
が
出
来
る
よ
う
に

な
り
ま
す
。
加
入
予
定
者
の
皆
さ
ん

の
出
来
る
だ
け
早
い
継
ぎ
込
み
を
お

願
い
し
ま
す
。 

　
各
戸
の
水
道
管
宅
内
工
事
に
つ
い

て
は
、「
給
水
装
置
工
事
主
任
技
術

者
」
の
免
許
が
必
要
と
な
り
ま
す
。 

　
阿
武
町
内
の
給
水
装
置
の
指
定
業

者
は
次
の
と
お
り
で
す
。（
50
音
順
） 

▼
阿
武
建
設
㈱
☎
２
―
３
３
３
０ 

▼
猪
熊
商
会
☎
５
―
０
９
０
８ 

▼
水
津
設
備
☎
２
―
２
７
６
９ 

   

▼
中
電
工
㈱
阿
武
出
張
所 

　
☎
２
―
２
１
１
７ 

▼
扶
桑
建
設
工
業
㈱
山
口
営
業
所

　
☎
２
―
２
９
８
９ 

　
そ
の
他
、
萩
市
等
の
業
者
で
も

「
給
水
装
置
工
事
主
任
技
術
者
」の

免
許
が
あ
れ
ば
施
工
で
き
ま
す
。 

　
ご
不
明
な
点
が
あ
れ
ば
役
場
施

設
課
（
☎
２
―
３
１
１
２
）
ま
で

連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。（
国
道
の
両

側
の
お
宅
に
つ
い
て
は
、
工
期
延

長
の
た
め
継
ぎ
込
み
は
７
月
以
降

と
な
り
ま
す
。） 

木造住宅の耐震診断・耐震改修の補助制度を創設　平成７年に発生した阪神淡路大震災では、
多くの方が家屋や家具類など倒壊により命を落とされました。ここ３年あまりの間に発生した新潟県中越地
震、能登半島地震、新潟中越沖地震でも、多くの住宅が被害に遭い、かけがえのない生命、財産が失われて
います。このため町では既存建物の地震に対する安全性の向上を図り、地震に強いまちづくりを推進するた
め、木造住宅の耐震診断・耐震改修を実施しようとする方に対して、費用の一部を補助します。 
■補助制度 
　　の概要 
 

■問い合わせ先　役場施設課　☎2－3112 

木造住宅の耐震診断 
木造住宅の耐震改修 

 

昭和５６年５月３１日以前に着工され 
た１戸建てで階数が３以下のもの 

費用の 
２／３以内 

 

４万円 
６０万円 

 

５戸 
１戸 

 

補　助　制　度 補　　助　　対　　象 補 助 率 補助限度額 補助戸数 

水田経営農家の皆さん 

品目横断的経営安定対策が変わりました。加入申請時期は４月１日～６月３０日までです。 

①［固定払］平成１６年～１８年度の３カ年の生産実績に応じて固定的に支払われる交付金です。 
②［成績払］当年に収穫した麦・大豆の実績・品質等に応じて支払われる交付金です。 

水田経営相談窓口（農政安心ダイヤル） 
〒７５８-００６１　萩市大字椿字長羅３６２０-１　中国四国農政局　 
山口農政事務所　地域第一課　☎０８３８-２２-０９５５　FAＸ ０８３８-２２-０９５６ 
 

●麦・大豆直接支払交付 （麦・大豆が対象） 

③過去５年間の最高と最低年を除いた平均収入と比較して、当年に減収した分を補てんする交付金です。 
●収入減少補てん交付 

○経営面積４㌶以上 
　の認定農業者 
○経営面積２０㌶以上 
　の集落営農組織 

○農地が少ない認定農業者 
　最高２.６㌶まで緩和等 
○中山間地等の集落営農組織 
　最高１０㌶まで緩和等 

水田ビジョンに位置づけられ 
ている認定農業者及び集落営 
農組織は、経営規模に関係な 
く加入することが可能 

加入要件の 
イメージ 

（米・麦・大豆が対象） 

3つの支援が用意されています 

この対策は水田で農業を営む認定農業者と集落営農組織が対象です。 意欲のある人は参加できます 

水田経営所得安定対策に加入しませんか 

奈
古
地
区
簡
易
水
道
加
入
予
定
者
の
皆
さ
ん
へ
、
 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
宅
内
工
事
の
お
知
ら
せ
 

基　本 地域の実態に即して緩和 市町村特認の活用 

お問い合わせを 
お待ちしています 

日本通運 presents 由紀さおり・安田祥子

～あしたへ贈る歌２～～あしたへ贈る歌２～

Songs With
Your Life Conce
Songs With
Your Life Conce

2008年

1回目14：30／2回目18：00　2回公演（各90分公演）

2008年

7月5日（土）7月5日（土）
1回目14：30／2回目18：00　2回公演（各90分公演）

と こ ろ／阿武町町民センター文化ホール
チケット／全席指定5,000円
チケット販売所／町民センター・役場・各支所・道の駅阿武町・
　　　　　アトラス萩店・萩楽器店・ローソンチケットほか
主　　催／阿武町・阿武町教育委員会
お問い合わせ／阿武町町民センター　☎08388-2-2044

チケット 
4月18日 
発売 

女
と
男
の
一
行
詩 

共
稼
ぎ
　
め
し
　
風
呂
　
寝
る
も
共
に
し
て 

ひ
と 

ひ
と 



     

　
県
で
は
、「
県
民
が
主
役
と
な
る

県
政
」
が
進
め
ら
れ
て
お
り
、
県
民

の
皆
様
の
ご
意
見
を
幅
広
く
お
聞
き

し
、県
政
に
反
映
し
て
い
く
た
め
に
、

審
議
会
の
委
員
の
一
部
が
募
集
さ
れ

ま
す
。
今
回
募
集
さ
れ
る
審
議
会
は

、
「
山
口
県
農
村
振
興
対
策
審
議
会

」
で
、
こ
れ
は
、
農
業
・
農
村
の
振

興
に
係
る
施
策
の
推
進
な
ど
に
つ

い
て
、
ご
審
議
い
た
だ
く
も
の
で
す

。 ▼
募
集
期
間
　
４
月
３０
日（
水
）ま
で

　
（
当
日
消
印
有
効
） 

▼
募
集
定
員
　
県
下
１
名 

▼
募
集
要
件
　
年
齢
２０
歳
以
上
で
、

　
県
内
に
居
住
さ
れ
て
い
る
方
。
た

　
だ
し
、
国
、
地
方
公
共
団
体
の
議

　
員
・
公
務
員
の
方
は
除
き
ま
す
。 

▼
任
期
　
任
命
の
日
か
ら
平
成
２２
年

　
３
月
３１
日
ま
で
。
な
お
、
任
期
は

　
原
則
と
し
て
１
期
限
り
と
な
り
ま

　
す
。 

▼
応
募
方
法
　
応
募
申
込
書
の
用
紙

　
は
、
役
場
経
済
課
及
び
各
支
所
に

　
あ
り
ま
す
。 

な
お
、
応
募
に
際
し
て
は
、「
山
口

県
農
業
に
期
待
す
る
こ
と
」
に
つ

い
て
、
ご
意
見
・
ご
提
言
（
８
０

０
字
程
度
）
を
添
え
て
お
申
し
込

み
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

若
い
世
代
や
女
性
の
方
を
は
じ

め
、
様
々
な
分
野
の
方
か
ら
の
応

募
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。 

▼
問
い
合
わ
せ
先
　
役
場
経
済
課 

　
☎
２
―
３
１
１
４ 

   

　 　
交
通
災
害
共
済（
平
成
２０
年
度
分
）

の
会
費
を
、
４
月
３０
日（
水
）に
引
き

落
と
し
ま
す
。
引
落
不
能
な
ど
に
な

ら
な
い
よ
う
に
、
指
定
口
座
の
残
高 

確
認
を
よ
ろ
し
く

お
願
い
し
ま
す
。 

　
ご
不
明
な
点
は
、

役
場
総
務
課
（
☎

２
―
３
１
１
１
）

ま
で
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。 

   

          

　「
福
と
賀
の
里
創
生
企
画
」と「
福

賀
公
民
館
」
で
は
、
コ
イ
の
ぼ
り
設

置
ス
タ
ッ
フ
と
、
不
要
に
な
っ
た
コ

イ
の
ぼ
り
を
大
募
集
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
は
、
５
月
の
福
賀
の
風
物
詩
と

な
っ
て
い
る
、
大
井
川
沿
い
の
コ
イ

の
ぼ
り
で
、
今
年
も
１
２
０
匹
を
た

て
る
予
定
で
す
。
新
緑
薫
る
、
福
と

賀
の
里
で
、
コ
イ
の
ぼ
り
た
て
に
心

地
良
い
汗
を
流
し
ま
せ
ん
か
！ 

▼
日
時  

４
月
３０
日（
水
）午
後
２
時 

▼
集
合
場
所
　
の
う
そ
ん
セ
ン
タ
ー 

▼
問
い
合
わ
せ
先
　
福
賀
公
民
館 

　
☎
５
―
０
２
１
１ 

     

　
山
口
県
で
は
医
療
機

関
の
ご
協
力
を
い
た
だ

き
、
無
料
肝
炎
ウ
イ
ル

ス
検
査
を
行
っ
て
い
ま

す
。
検
査
が
で
き
る
医

療
機
関
名
な
ど
詳
細
に

つ
き
ま
し
て
は
県
健
康

増
進
課
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
で
ご
確
認
い
た
だ
く

か
、
最
寄
り
の
健
康
福

祉
セ
ン
タ
ー（
保
健
所
）

に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。 

▼
受
診
期
間 

　
平
成
２１
年
３
月
３１
日

ま
で 
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休日当番医

お し ら せ 

４月２０日（日） 

４月２７日（日） 

４月２９日（火） 

５月３日（土） 

５月４日（日） 

５月５日（月） 

５月６日（火） 

５月１１日（日） 

５月１８日（日） 

緊急の場合は１１９番 

女
と
男
の
一
行
詩 

ぼ
く
ん
ち
の
　
パ
パ
は
知
っ
て
る
　
特
売
日 

ひ
と 

ひ
と 

山
口
県
農
村
振
興
対
策
 

審
議
会
の
委
員
を
募
集
 

平
成
２０
年
度
 

交
通
災
害
共
済
会
費
の
 

　
口
座
振
替
に
つ
い
て
 

募
　
集

コ
イ
の
ぼ
り
た
て
 

　
　
　
ス
タ
ッ
フ
募
集
 

無
料
の
緊
急
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
 

　
　
 
検
査
を
実
施
し
ま
す
 

お
知
ら
せ

まちの笑顔(^o^)

満開の桜の下でお花見!? 
奈古・野柳のみなさん 

健康増進課のホームページ  
http://www.pref.yamaguchi.lg.jp/cms/ 
　　a15200/kansensyou/kanenkensa.html



自然観察と山菜狩り　9:30【阿武町福賀地内山林】 
あぶフォト倶楽部月例会　19:00【町民センター】 
宇田寿齢会連絡協議会総会　11:00【ふれあいセンター】 
まちづくり懇談会（奈古地区）19:00【町民センター】 
まちづくり懇談会（福賀地区）19:00【のうそんセンター】 
まちづくり懇談会（宇田郷地区）19:00【ふれあいセンター】 
言葉の交流会 10:00  
奈古子ども会育成連絡協議会総会　19:00【町民センター】 
福賀地区公民分館長会議　19:30【のうそんセンター】 
保育参観・保護者会総会・母親クラブ総会 
　　　　　　　　　　9:00【みどり保育園（本園）】 
大井川鯉のぼり立て　14:00【大井川】 
宇田郷のびのびストレッチ楽集会　9:30【ふれあいセンター】 
奈古地区ストレッチ学習会　9:30【町民センター】 
にわとりクラブ（母子健康センター開放日） 
　　　　　　　　　　　　　10:00【町民センター】 
大井川鯉のぼり撤収　14:00【大井川】 
宇田郷四季グラウンドゴルフ大会（春の部） 
　　　　　　　　　19:30【宇田小学校グラウンド】 
総合検診（宇田郷）（～10日）8:00【ふれあいセンター】 
乳幼児健診（奈古・宇田郷） 13:00【母子健康センター】 
デイケア「青空会」9:30【町民センター】 
糖尿病教室「さくら会」9:00【町民センター】 
奈古寿齢大学５月講座並びに寿齢クラブ総会 
　　　　　　　　　　　　　9:00【町民センター】 
乳幼児健診（福賀）13:30【福賀診療所】 
総合検診（福賀）（～17日）8:00【のうそんセンター】 
太極拳教室　14:00【町民センター】 
福賀ストレッチ楽習会　10:00【のうそんセンター】 

トークの日＆ 
食育の日 

毎月19日は 
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阿武町の人口と世帯数 （３月末） 

（　）内数字は対前月比 

区　分 

奈　古 

福　賀 

宇田郷 

合　計 

人　口 

2,548（－ 6） 

　779（－ 1） 

　737（－ 1） 

4,064（－ 8） 

世帯数 

　968（ 2 ） 

　328（－ 1） 

　329（－ 1） 

1,625（ 0 ） 

町の異動 

転入　19 

転出　21 

出生　 5 

死亡　11

３月の交通事故 

（　）内数字は前年件数 

区　分 物損 
事故 

116 
（142） 
4 
（4） 

24 
（29） 
1 
（1） 

0 
（4） 
0 
（0） 

1 
（1） 

22 
（25） 

負傷者 死者 

人　身　事　故 

件数 
萩警察署管内で 
起こった事故 
うち阿武町内で 
起こった事故 

女
と
男
の
一
行
詩 

ワ
ン
マ
ン
も
　
妻
の
老
い
に
は
　
効
き
目
な
し 

ひ
と 

ひ
と 

［材料４人分］

里芋…中4個、油あげ（正方形）…4枚、

ニンジン…50g、椎茸…中4枚、

いんげん豆…8個、かんぴょう…12cm×4本、

だし汁…カップ2と1/2、砂糖…大さじ1と1/2

みりん…大さじ1、しょう油…大さじ1

塩…1つまみ

［作り方］

①だし汁を作り、調味料を加える。

②里芋は皮をむき、いんげん豆は塩ゆでにし、

ニンジンと椎茸は食べやすい大きさに切る。

③油あげは、熱湯をかけて油抜きし、袋状に開

く。

④油あげの中に里芋を入れ、かんぴょうで口を

結ぶ。

⑤煮汁の中に、里芋の巾着、ニンジン、椎茸を

入れ、落としぶたをして中火で20分煮る。

⑥さらに弱火で５分ほど煮て、いんげん豆と一

緒に盛りつけて出来上がり。

生活改善実行グループ連絡協議会

里芋の巾着しぼり

旬
の
一品
の時間です

よ

町 内 の 求 人 情 報  ４月１２日現在 4月分 

会　　　社　　　名 
㈲鹿野ファーム阿武農場 

㈱ナベル 
社会福祉法人　阿武福祉会 

求人数 
２人 
４人 
２人 

年齢 
不問 
不問 
不問 

賃　　　　　金 
150,000円～200,000円 
123,200円～140,800円 
142,000円～148,000円 

 

業　　　　　種 
養豚作業者 

各種蛇腹製造工 
介護職員 

 （すでに決定済みとなっている場合があります。その際にはご了承ください。） 

●問い合わせ先　ハローワーク萩・萩公共職業安定所　☎0838－22－0714

いっしょに
話そう

実践して 笑顔満開 

 

月 日 曜 行　　　事　　　予　　　定 
４／２０～５／２０ 

4
月
 

5
月
 

20 
21 

22 
 
23 

24 
 
25 
 
26 
 
30 
2 
 

7 
 
 

8
 
 
9 
12 
13 
14 
 
15 
 
16 

20 
 

日 
月 

火 
 
水 

木 
 
金 
 
土 
 
水 
金 
 

水
 
 
 

木
 
 
金 
月 
火 
水 
 
水 
 
金 

火
 
 



俳
　
句

風
和
み
季
節
は
春
に
移
り
た
り 

石
佛
の
鼻
欠
け
給
ふ
春
の
風 

啓
蟄
や
だ
が
虫
達
は
出
て
来
な
い 

ひ
と
仕
事
終
え
て
畦
道
風
光
る 

春
寒
や
売
家
の
文
字
太
か
り
き 

波
音
を
子
守
唄
に
て
春
立
つ
日 

笑
顔
な
き
友
の
話
や
身
に
泌
み
る 

春
雷
に
急
い
で
帰
る
ラ
ン
ド
セ
ル 

春
う
ら
ら
句
会
の
庭
に
風
少
し 

見
な
れ
た
る
島
々
遠
し
黄
砂
降
る 

風

光
る

閑

谷

学

校

三

百

年

 

古
希
の
春
白
い
キ
ャ
ン
バ
ス
塗
り
は
じ
め 

蕗
の
薹
ま
づ
絵
手
紙
で
送
り
け
り 

産
み
た
て
の
卵
こ
ろ
こ
ろ
春
隣 

思
い
出
を
語
る
出
合
い
や
桃
の
花 

春
風
や
合
格
礼
の
絵
馬
お
ど
り 

春
光
や
松
の
影
抱
く
庭
の
石 

風
呂
敷
を
か
る
く
結
ん
で
蓬
餅 

風
光
る
こ
ろ
こ
ろ
笑
う
娘
の
携
帯 

茎
立
つ
や
一
歳
に
も
あ
る
反
抗
期 

大
い
な
る
風
を
掴
み
て
卒
業
す 

猫
柳
風
が
ふ
わ
り
と
丸
く
な
る 

時
折
は
鬱
に
な
る
日
も
葱
坊
主 

花
の
下
百
ま
で
生
き
る
や
も
知
れ
ず 

水
津
　
英
水（
木
　
与
） 

高
橋
作
之
助（
浜
の
１
） 

田
中
　
文
笠（
森
見
藤
） 

米
原
　
敏
男（
筒
　
尾
） 

原
　
　
清
穂（
伊
　
豆
） 

金
子
　
幸
江（
　
市
　
） 

木
村
　
信
惠（
久
瀬
原
） 

河
原
　
和
子（
上
　
郷
） 

柳
井
　
惠
子（
平
　
原
） 

金
崎
　
藤
子（
元
　
浦
） 

大
倉
　
淑
子（
上
　
万
） 

林
　
　
弘
子（
浜
の
１
） 

佐
々
岡
美
保（
中
　
村
） 

橋
本
多
華
子（
元
　
浦
） 

田
中
　
か
め（
西
の
３
） 

梅
地
　
眞
代（
東
　
方
） 

斎
藤
　
孝
子（
今
　
浦
） 

中
村
　
良
江（
　
市
　
） 

河
原
　
慶
子（
上
　
郷
） 

池
田
　
幸
枝（
上
　
片
） 

出
羽
法
泉
子（
浜
の
１
） 

水
津
　
紅
魚（
浜
の
３
） 

米
原
　
泉
女（
筒
　
尾
） 

田
中
　
弥
生（
木
　
与
） 

け
い
　
ち
つ 

アート
ふろんと

No.52

　町内の写真やカメラの愛好家があぶフォト
倶楽部を立ち上げました。活動は月1回の月
例会を行いテーマに沿った写真を持ちより優
秀作品を選び出したり、楽しく自由に撮影技
術を磨き、仲間づくりをします。「下手の横
好き？の方」を大歓迎します。

◆お問い合わせ　あぶフォト倶楽部事務局
　役場総務課企画広報係　☎２－３１１１

 

あぶフォト倶楽部
出品作品は道の駅発祥交流館
ギャラリーに展示しています。

３月の優秀作品

樹齢約500年の

　藪�椿（やぶつばき）
樹齢約500年の

　藪�椿（やぶつばき）

　福賀・高村辰朔さん（金
社）宅の庭には、樹齢約
500年ともいわれる藪椿
（やぶつばき）の巨木があ
ります。幹まわりは２ｍ
90㎝で、子どもが２人
がかりでかかえる大きさ
で、赤いかわいらしい花
が春の訪れを告げます。
藪椿でこれほどの大きさ
の物は大変めずらしいと
いうことです。高村さん
は「先祖から受け継いだ
ものです。大切にしてい
きたいです」と話してい
ます。 高村辰朔さん（左）息子の素明さん
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